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行政常任委員会 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 １ ５ 日 （ 金 ）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○南委員長  おはようございます。昨日に引き続き、行政常任委員会を開催いた

します。 

 今回の、今日からの決算審査のほうへ入らせていただきます。 

 議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定から、議案第５０

号、令和４年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定までの

計５議案についての審査に入りたいと思いますが、その前に、令和４年度の決算、

一般会計、特別会計、企業会計の総評を民部代表監査のほうから説明を受けたいと

思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 なお、本日の欠席者は、病気のため村田幸隆委員、出産のため中里沙也加委員、

そして通院のため内山左和子委員が欠席でございますので、御報告をいたします。 

 それでは、代表監査のほうから投票をお願いいたします。 

○民部監査委員事務局代表監査  おはようございます。 

○南委員長  おはようございます。座って。 

○民部監査委員事務局代表監査  代表監査委員の民部でございます。本日はどう

ぞよろしくお願いします。 

 それでは、座らせていただきます。 

 地方自治法２３３条第２項並びに地方公営企業法第３０条２項の規定により、尾

鷲市長から審査に付された令和４年度各会計決算について審査した結果、別冊のと

おり審査意見書として取りまとめましたので、その概要について御説明申し上げま

す。 

 それでは、お手元の令和４年度尾鷲市一般会計各特別会計歳入歳出決算審査意見

書の１ページを御覧ください。通知いたします。 

 １、審査の対象は、令和４年度一般会計歳入歳出決算並びに２本の特別会計歳入

歳出決算及び附属書類となります。 

 ４、審査の結果といたしましては、審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附

属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係諸帳簿と

照合した結果、正確であると認められました。 



－２－ 

 次ページ以降、一般会計については２ページから５９ページに、特別会計につい

ては６１ページから７５ページに、それぞれ歳入歳出決算額を款別に前年度と比較

し整理いたしました。 

 また、７６ページに実質収支に関する調書、７７ページから７９ページに財産に

関する調書を整理いたしました。 

 ８０ページのむすびを御覧ください。 

 まずは、一般会計であります。今年度の一般会計に係る予算の執行、財産の管理

など財務に関する事務の執行については、おおむね適正に処理されているものと認

めます。 

 本市を取り巻く経済情勢は少子高齢化や人口減少、令和５年３月３１日現在１万

６,１３９人、さらには近年における新型コロナウイルス感染症蔓延の影響等が加

わり、長期にわたって活力が低下し続けています。本市の財政運営は、主な自主財

源である市税収入が減少傾向にあることから、引き続き厳しい状況が続くものと予

想されております。 

 また、本市の持つ諸課題に目を向けると、人口減に伴う過疎対策をはじめ、中部

電力尾鷲三田火力発電所跡地の利活用や、広域設置による新たなごみ処理施設の建

設、脱炭素をはじめとする持続可能な社会の構築など、社会環境の大幅な変化への

対応に迫られております。 

 そのような中、市では、令和４年度から１０年間のまちの将来像を「住みたいま

ち 住み続けたいまち おわせ」と定め、第７次尾鷲市総合計画に基づく計画的か

つ積極的な取組が行われているというふうに評価いたしました。 

 初めの６ページの一般会計決算額の決算状況の表を御覧ください。 

 なお、表上の表記は円単位ですが、以降、全て万単位の単位未満切捨てで御説明

させていただきます。御了解ください。 

 一般会計の決算額は、歳入が１２１億１,７３２万円で、歳出が１１７億９,４９

９万円となり、歳入歳出差引額は３億２,２３２万円となっており、翌年度へ繰り

越すべき財源、繰越明許費１,０３６万円を差し引いた実質収支は３億１,１９６万

円の黒字となっております。 

 次に、１６ページを御覧ください。 

 歳入の１６.３％を占める市税でありますが、収入済額は１９億７,０７７万円で、

前年度と比較して４８５万円、０.２％減少しております。 

 ８２ページのむすびの最後の部分を御覧ください。 
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 今後の財政運営について考察すると、歳入面では、主な自主財源である市税収入

の減少が続く一方で、ふるさと応援寄附金の増加や依存財源である地方交付税の増

額等が見られたものの、引き続き財政見通しは厳しい状況であると思われ、中長期

的な視野に基づく適切かつ効果的な財政運営が肝要であると思います。 

 一方で、歳出面では、老朽化した各公共施設の整備更新事業、地場産業の振興や

防災・減災対策の推進、少子高齢化対策に加え、子育て支援施策の拡充等を進める

必要があり、加えて中部電力尾鷲三田火力発電所跡地の利活用、広域による新たな

ごみ処理施設の整備など、大型の設備投資が見込まれていることから、さらなる財

政需要の拡大が予想されており、引き続き確実な償還財源確保に裏づけされた健全

な財政運営を望むところであります。 

 人口減少の進行を食い止めることが困難な中で、次世代の市民にとって負担増と

なる過剰な設備投資とならないよう、本市を取り巻く社会経済環境の変化に着実に

対応しつつ、中長期的な視点に立った計画に基づき、一層の財政健全化に取り組ま

れたいというふうに考えております。 

 次に、特別会計に移らせていただきます。 

 ６２ページ上段の表を御覧ください。 

 国民健康保険事業特別会計の決算額は、歳入決算額が２１億７,３４０万円、歳

出決算額が２１億５,４８３万円で、歳入歳出差引額は１,８５６万円の黒字となっ

ております。 

 後期高齢者医療事業特別会計の決算額は、歳入決算額が７億１,０５６万円、歳

出決算額が７億４００万円で、歳入歳出差引額は６５５万円の黒字となっておりま

す。 

 ８３ページを御覧ください。 

 特別会計に係る意見といたしましては、令和４年度の予算執行、財産の管理、財

務に関する事務の執行についておおむね適正に処理されているものと認めます。 

 国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業については、医療費の増加に伴い、今

後、厳しい事業運営が続くものと予想されますが、まず国民健康保険事業に関しま

しては、国保税の税率改正の動向や制度改正の影響を見極めつつ、医療費の抑制等

による財政運営の安定化など、引き続き事業の抱える諸課題の取組に対し、運営主

体である県と協力し、さらなる強化を図られたい。 

 さらに、次ページの後期高齢者医療事業に関しましても、運営主体が広域連合と

いうことで、本事業については、今後とも高齢者が安全安心な医療を受けられるよ
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う、市民の理解と協力を得ながら、引き続き事業の円滑な運営を努められたいとい

うふうにいたしました。 

 最後に、８８ページから９３ページまでの令和４年度尾鷲市基金運営状況につき

ましては、いずれの基金におきましても適正に運用されていることが認められまし

た。それぞれの基金運用につきましては、引き続き安全かつ確実な方法を取られる

とともに、企業版ふるさと納税、地方創生基金など新たに設置された基金もあり、

市民の関心も深いことが予想されます。その運用については、計画的な財政運営に

つなげるために、引き続き適正かつ慎重な取扱いを行っていただくよう希望いたし

ます。 

 続きまして、公営企業会計決算について御説明いたします。 

 お手元の令和４年度尾鷲市公営企業会計決算審査意見書の１ページを御覧くださ

い。 

 １、審査の対象は、令和４年度の尾鷲市水道事業会計、病院事業会計決算です。 

 下段の４、審査の結果ですが、決算書類は関係法令に準拠して作成されており、

計算係数はいずれも正確であると認めます。 

 経営状況、財産状況につきましては、次の会計別に述べるとおりであります。 

 まず、水道事業会計についてでありますが、４ページから４０ページまで、業務

実績、予算の執行状況、経営成績、経営分析、財政状況、財政分析、キャッシュ・

フローの状況と順に整理しております。 

 ３３ページを御覧ください。 

 上から２行目、当年度令和４年度の水道事業に係る予算の執行、財産の管理など

財務に関する事務の執行は、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４ページを御覧ください。 

 まず、業務実績についてでありますが、下段の表のとおり、給水戸数は８,９２

８戸、給水人口は１万６,１２９人で、前年度に比べ給水戸数では１３９戸、給水

人口では４６４人減少しております。 

 次に、１３ページ経営成績を御覧ください。 

 経営成績において、収益的収支を見ると、総収入は４億５,１５５万円、総費用

は４億７,１３９万円となり、令和４年度は、平成２２年度以来１２年ぶりに１,９

８４万円の純損失を計上しております。 

 ３４ページの下段、水道事業会計むすびの２を御覧ください。 

 当年度の決算において総収益は前年度に比べ２,３６９万円、４.９％の減少にな
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っている。これは、主に、当年度において、新型コロナウイルス感染症における水

道料金減免に対する他会計補助金等により、営業外収益は３,５０５万円、１０３.

５％増加したものの、人口減少や大口需要企業分の減少等により、給水収益が５,

８５４万円、１３.３％減少したことが要因となっております。一方、総費用は、

前年度に比べ２,１２９万円、４.７％増加しており、主に企業債の支払利息等の営

業外費用が４３０万円、１０.４％減少したものの、営業費用が２,５１４万円、６.

１％増加したことによるものであります。これらにより、当該年度において純損失

１,９８４万円を計上しております。 

 本市においては人口減少等に伴う給水人口の減少が続いており、現状のままでは

料金収入の大幅な増加が見込めない状況が続くことが予想されます。一方で、老朽

化に伴う施設の維持管理や更新、改良等に多額の設備投資が必要になることが見込

まれており、近い将来、経営状況が一層厳しくなることも十分に考えられます。こ

れらを踏まえ、今後も、有収率向上策の推進や徹底したコスト削減等に取り組むと

ともに、計画的かつ適正な料金改定実施に向けた検討を含め、より効率的、効果的

な事業運営と安全で安定的な水の供給に努められたいというふうに思っております。 

 次に、病院事業会計ですが、４４ページから８３ページまで、水道と同様に業務

実績、予算の執行状況、経営成績、経営分析、財政状況、財政分析、キャッシュ・

フローの状況と順に整理しております。 

 ７５ページむすび、上から２行目を御覧ください。通知いたします。 

 当年度、令和４年度における尾鷲市病院事業会計における予算の執行、財産の管

理など、財務に関する事務の執行はおおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４４ページを御覧ください。 

 業務実績において、前年度より入院延べ患者数は９,４９１人減少し、外来延べ

患者数についても２,０２５人減少しております。病床使用率は４０.６％で、前年

度に比べ１０.２ポイント低下しております。 

 ５４ページを御覧ください。 

 経営成績において収益的収支を見ると、総収益は４６億３,９８８万円、総費用

は４０億７,６７５万円となり、５億６,３１２万円の純利益となっております。 

 ７６ページむすびの１と２を御覧ください。 

 １、僻地医療拠点病院、災害拠点病院であるとともに、東紀州地域の二次救急医

療施設であり、三重大学病院や伊勢赤十字病院、紀北医師会等の協力により、３６

５日２４時間の救急医療体制を維持するなど、地域の中核病院としての役割を担っ
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ています。また、新型コロナウイルス感染症の対応として、感染疑いのある患者の

検査や陽性患者の入院治療を行い、感染者の治療並びに地域における感染拡大の防

止に貢献しております。 

 このように多様な役割を担う重要な施設でありますが、とりわけ近年におきまし

ては、医師や看護師等の人員確保が喫緊の課題となっています。 

 当年度の医師数は、前年度末より１名増加の１３名であり、看護師数については、

５名減の１３７名であります。 

 医師１人当たりの入院患者数７.９人及び外来患者数２６.４人は全国平均と比べ

ても多く、医師数の少ない中で懸命に医療に当たられている状況が推測され、引き

続き関係機関との連携を図りながら、適切な医療、看護師数の確保に努められると

ともに、安全で質の高い医療提供体制の維持並びに医療サービスの向上を目指され

たいと思っております。 

 ２に移ります。 

 ２、当年度の決算における医業収益につきましては２７億４,５２７万円で、コ

ロナ禍の影響等により前年度より４億４,０７１万円、１３.９％減少しており、医

業費用につきまして３８億９,９２８万円で、前年度より１億１,１５６万円、２.

９％増加したことで、医業収支は１１億５,４０１万円のマイナスとなっており、

医業収益で医業費用を賄えない状況となっております。 

 新型コロナウイルス感染症の対応として、国等の補助金が大幅に増加したことで、

資金面における改善が見受けられました。しかしながら一方で、過疎、高齢化に伴

う医療圏人口の減少や、新型コロナウイルス感染症の影響による患者数の減少等で、

医業収益が減少しております。 

 新型コロナウイルス感染症対応の補助金制度の縮小が想定される中、現状の医業

収支を鑑みると、今後も厳しい資金繰りとなることが推測されます。 

 尾鷲総合病院新改革プランの進捗管理やこれまでの事業実績を十分精査、検証す

るとともに、新たに整備更新した高額医療機器の利活用の促進を図りつつ、引き続

き医療の質を低下させることなく、効果的かつ効率的な病院経営の推進に向け、積

極的な経営改善に取り組んでいただきたい、といたしました。 

 以上が病院事業会計決算に対する意見でございます。 

 以上、一般会計、特別会計、それから、公営企業会計についての決算審査意見書

の概要について御説明申し上げました。御審査のほどよろしくお願い申し上げます。 

 なお、最後に、令和４年度尾鷲市財政健全化及び経営健全化審査意見書について
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でありますが、審査の結果といたしましては、審査に付された健全化比率及びその

算定基礎となる事項を記載した書類はいずれも適正に作成されており、いずれの健

全化判断比率についても正確であるということが認められたので、報告をいたしま

す。 

 説明は以上でございます。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 今、代表監査に令和４年度一般会計決算から特別会計、企業会計及び財政健全化、

基金運用の総括説明をしていただきました。 

 特に細かい話については、各課のほうから決算審査をするわけなんですけれども、

特に、ただいまの総評について御意見のある方、また御質疑のある方は御発言をお

願いいたします。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  特段ないようでございますので、これにて代表監査の総評は終了さ

せていただきます。ありがとうございました。 

 ここで市長、副市長も退席をお願いいたします。御苦労さんでございました。 

 ここで１０分間休憩します。 

（休憩 午前１０時２１分） 

 

（再開 午前１０時２９分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 それでは、令和４年度の、付託されております決算審査の決算の認定についての

審査に入りたいと思いますので、会計課所管の説明をお願いいたします。 

○野地会計管理者兼課長  会計課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、決算総括、一般会計の歳入及び財産に関する調書並びに会計課の歳出

の３項目について御説明いたします。 

 まずは、決算参考資料に基づき決算総括について御説明いたします。 

 決算参考資料の１ページを御覧ください。 

 上の表は、会計別の歳入決算額の平成３０年度から令和４年度までの過去５年間

の推移であり、令和４年度の歳入決算額は、一般会計では過去５年間で２番目に多

い決算額となっております。３会計の歳入決算総額は１５０億１２８万９,０００

円となりました。 

 下の表は、一般会計の款別歳入決算の過去５年間の推移となります。 
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 令和４年度に減少となった主な款では、市税の１９億７,０７７万７,０００円を

はじめ、地方消費税交付金、国庫支出金、繰入金などとなりました。 

 増加となった主な款では、地方交付税の４２億８,４３２万１,０００円のほか、

寄附金、繰越金、諸収入なども過去５年間で最も多い歳入額となりました。 

 次に、歳出の推移でございます。 

 次ページ、２ページを御覧ください。 

 上の表は、会計別の歳出決算額の過去５年間の推移であり、令和４年度の歳出決

算額は、一般会計では過去５年間で２番目に多い決算額となっております。３会計

の歳出決算総額は１４６億５,３８４万２,０００円となりました。 

 下の表は、一般会計の款別歳出決算の過去５年間の推移となります。 

 令和４年度に減少となった款は、総務費の２４億１,２３８万８,０００円、民生

費の３５億２,３６５万５,０００円及び議会費となっております。 

 増加となった主な款では、衛生費の１７億９１７万円のほか、商工費、土木費、

消防費、教育費が過去５年間で最も多い歳出額となりました。 

 次ページ、３ページを御覧ください。 

 一般会計経費別歳出決算の推移であります。 

 この表は、平成２９年から過去６年間の歳出を義務的経費、投資的経費、その他

の経費に分けて決算額と構成比を記載しております。 

 義務的経費につきましては、前年度比で人件費及び扶助費が減少し公債費が増加

しており、合計額では過去６年間で２番目に多い決算額となっております。 

 投資的経費につきましては、普通建設事業費、災害復旧事業費がともに前年度比

で増加しており、合計額は過去６年間で２番目に多い決算額であります。 

 その他の経費では、前年度比、物件費、維持費、維持補修費、補助費と貸付金が

増加し、積立金、繰出金が減少となり、合計額では過去６年間で２番目に多い決算

額です。 

 ５ページを御覧ください。 

 この表は、平成２０年度から過去１５年間の一般会計における、自主、依存財源

の推移を記載したもので、令和４年度の自主財源の構成比は３３.５％で、前年度

比０.４ポイントの増加、依存財源構成比は６６.５％で、前年度比０.４ポイント

の減少となっております。 

 次ページ、６ページから９ページにかけましては、平成２７年度から過去８年間

の市税の推移を記載しております。 
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 市税につきましては、令和４年度では、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税は

増加となりましたが、市民税、都市計画税が減少となっており、市税全体では減少

傾向が続いております。 

 次の１０ページから１３ページにかけましては、国民健康保険税の推移及び後期

高齢者医療保険料の推移を記載しておりますが、特別会計の決算につきましては、

市民サービス課及び税務課から説明がありますので、割愛させていただきます。 

 次に、１４ページを御覧ください。 

 １４ページから１７ページまでの上段の表は、会計年度任用職員以外の職員分の

給与費等の推移であります。 

 １７ページにございますように平成２７年度では職員数が１８３名、退職手当を

除いた給与費等が１３億２,６６１万１,０００円でありましたが、１４ページの令

和４年度では職員数が１７１名、給与費等が１２億４,０４５万３,０００円と、職

員数で１２名、給与費等では８,６１５万８,０００円減少しております。 

 次に、１８ページを御覧ください。 

 １８、１９ページは会計年度任用職員分の給与費等の推移でございます。平成２

９年度から減少傾向で推移しておりましたが、令和２年度、３年度とやや増加した

ものの、令和４年度は減少しております。 

 次に、２２ページを御覧ください。 

 ２２ページは、需用費の推移で、一般会計、特別会計の科目別細節別集計表であ

ります。 

 一般会計、特別会計の需用費の総合計は３億４,７９９万２,０００円で、前年度

との比較は６,７１２万６,０００円の増加となっており、主な理由としては、光熱

水及び修繕料等の増加となっております。 

 ２３ページを御覧ください。 

 基金の推移でございます。 

 令和４年度の基金合計額は３４億７,４２１万８,９８３円で、前年度との比較は

４億８,７４０万９,５１２円の増加となっております。 

 次に、一般会計市債の状況について御説明いたします。 

 ２４ページを御覧ください。 

 この表は、平成２０年度から令和４年度までの市債の推移でございます。 

 令和４年度に起債として借り入れた金額は、上から４段目の起債額の欄のとおり

８億２,３３０万円で、償還元金は１０億７,９９６万１,９２５円、償還利子は２,
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７６６万６,４９８円、公債費支出計１１億７６２万８,４２３円となっております。

この結果、資産年度末残高は、一番上の欄のとおり８９億５,８８３万４,６２０円

となり、その下の欄、対前年度比増減額は２億５,６６６万１,９２５円の減少とな

っております。 

 ２５ページから２７ページにつきましては、令和４年度地方消費税交付金、社会

保障財源化分、都市計画税及び森林環境譲与税の充当状況等についての資料となり

ます。 

 このことにつきましては、後ほど財政課及び水産農林課から説明させていただき

ます。 

 以上、参考資料に基づく総括説明でございました。 

 続きまして、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、歳入及び財産に関する調書について御説明いたします。 

 会計課からは、一般会計の歳入における全体説明を行い、詳細な部分や歳出の内

容等につきましては、各所属から説明を行います。また、国民健康保険事業特別会

計及び後期高齢者医療事業特別会計は、市民サービス課及び税務課から説明させて

いただきます。 

 それでは、行政常任委員会資料の１ページを御覧ください。 

 この表は、歳出決算書に対し款別の担当課決算書の該当ページ数を表した明細書

でございます。 

 次に、２ページを御覧ください。 

 これは、先ほどの資料１を基に所属別に並びかえた明細書でございます。 

 ３ページは、２款総務費、１項総務管理費の１目一般管理費及び１４目諸費にお

いて複数の所属が重複しておりますので、各課別の決算額を表したものでございま

す。 

 これら資料の１から３につきましては、各課の歳出決算説明時に参考として御利

用ください。 

 それでは、歳入全般につきまして、主なものを御説明いたします。 

 決算書の１４、１５ページの令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算事項別明細

書を御覧ください。 

 １款市税は、調定額２０億５,５５７万８,５４１円に対し、収入済額は１９億７,

０７７万７,４８１円、不納欠損額は４０４万５,３７６円、収入未済額は８,０７

５万５,６８４円であります。 
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 市税の詳細説明につきましては、後日、税務課より説明させていただきます。 

 次に、２６、２７ページを御覧ください。 

 ２款地方譲与税の収入済額は８,２８６万８,０００円、３款利子割交付金の収入

済額は８２万７,０００円、４款配当割交付金の収入済額は１,２５４万６,０００

円、５款株式等譲渡所得割交付金の収入済額は９０１万円であります。 

 次ページ、２８、２９ページをお願いします。 

 ６款法人事業税交付金の収入済額は４,０９０万６,０００円、７款地方消費税交

付金の収入済額は４億２,５４５万８,０００円、８款環境性能割交付金の収入済額

は６９２万９,９２９円、９款地方特例交付金の収入済額は８４４万７,０００円で

あります。 

 次ページ、３０、３１ページをお願いします。 

 １０款地方交付税の収入済額は４２億８,４３２万１,０００円、１１款交通安全

対策特別交付金の収入済額は１３３万９,０００円、１２款分担金及び負担金につ

きましては、収入済額５,９４２万９,５１９円、収入未済額は１７７万７,０８０

円であります。 

 分担金及び負担金の内訳について御説明いたします。 

 １項負担金、１目民生費負担金の収入済額は５,５９７万４,５５３円、収入未済

額は１７７万７,０８０円であります。 

 収入済額の主なものは、２節老人福祉費負担金の老人ホーム入所者負担金１,７

３８万３,８９４円、次ページ、３２、３３ページの３節児童福祉費負担金の保育

所入所保護者負担金（現年度分）２,７４５万３,８２０円であり、収入未済額は、

保育所入所保護者負担金であります。 

 ２目衛生負担金の収入済額は３１２万１４６円であります。収入済額の主なもの

は、１節保険費負担金の救急医療体制強化事業他町負担金１５０万３,０６０円、

各種がん検診自己負担金１５３万９,６００円であります。 

 ３目教育費負担金の収入済額は３３万４,８２０円であります。 

 次に、１３款使用料及び手数料の収入済額は１億１,２６１万７,７７８円、不納

欠損額は１万８,３００円、収入未済額は９５９万７,３１７円であります。 

 １項使用料の収入済額は３,２８９万５,６２２円、収入未済額は８８３万９,５

００円で、主なものを御説明いたします。 

 次ページ、３４、３５ページをお願いいたします。 

 ３目衛生使用料の収入済額は３８９万２,３００円で、主なものは、斎場使用料
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３３０万円であります。 

 ４目農林水産業使用料の収入済額は２９８万７,５５０円で、主なものは、深層

水使用料２３３万２,３４０円であります。 

 ６目土木使用料の収入済額は２,１７３万９,７５８円で、収入未済額は８８３万

９,５００円であります。 

 収入済額の主なものは、２節道路橋梁使用料の道路等占有料７５１万８,９５０

円、５節住宅使用料の市営住宅使用料（現年度分）１,２４８万８,７００円で、収

入未済額は、全て市営住宅使用料であります。 

 ７目教育使用料の収入済額は２５５万１,２１４円で、収入済額の内訳は備考欄

のとおりであります。 

 次ページ、３６、３７ページをお願いします。 

 次に、２項手数料の収入済額は７,９７２万２,１５６円、不納欠損額は１万８,

３００円、収入未済額は７５万７,８１７円であります。 

 手数料の主なものを御説明いたします。 

 １目総務手数料の収入済額は７５０万２,２５０円で、戸籍手数料、住民票手数

料が主なものでございます。 

 ２目衛生手数料の収入済額は７,２２１万３,１０６円、不納欠損額は１万８,３

００円、収入未済額は７５万７,８１７円であります。 

 不納欠損額は、し尿処理手数料で、収入未済額は、し尿処理手数料及び塵芥収集

手数料であります。 

 収入済額の主なものは、清掃工場持込み処理手数料（現年度分）１,４１５万３,

１００円、し尿処理手数料（現年度分）３,２６４万４,９００円、塵芥収集手数料

２,４３０万４,７５６円であります。 

 １４款国庫支出金の収入済額は１７億７,６７９万１,１７３円であります。 

 次ページ、３８、３９ページをお願いします。 

 １項国庫負担金の収入済額は９億３,０５２万５,６９５円で、内訳は、１目民生

費国庫負担金、１節社会福祉費負担金が２億５,３５０万４,２３５円、２節児童福

祉費負担金の収入済額は３億４,１７４万８,０５３円、３節生活保護費負担金の収

入済額は２億７,９４３万８,５０４円であります。 

 ２目衛生費国庫負担金、１節保健費負担金の収入済額は５,５８３万４,９０３円

であります。 

 次ページ、４０、４１ページをお願いします。 
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 次に、２項国庫補助金の収入済額は８億４,１７３万６,２８９円であります。 

 内訳として、１目総務費国庫補助金が３億９,１７８万５,５４４円であります。

主なものは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金３億６,２２８万

２,０００円であります。 

 ２目民生費国庫補助金の収入済額は２億９,５１５万７,８９２円で、内訳は、１

節社会福祉費補助金が２億３,６１５万８,１９４円で、主なものは、子育て世帯等

臨時特別支援事業費補助金（価格高騰緊急支援給付金）１億４,５９５万円等であ

ります。 

 ２節児童福祉費補助金は５,３１５万６,６９８円。 

 次ページ、４２、４３ページをお願いします。 

 ３節生活保護費補助金は５８４万３,０００円であります。 

 ３目衛生費国庫補助金の収入済額は３,１０１万１,０００円であります。主なも

のは、１節保健費補助金、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補

助金２,３３６万６,０００円であります。 

 ４目農林水産業費国庫補助金の収入済額は１２１万７,７０３円であります。 

 ５目土木費国庫補助金の収入済額は６,９４７万３,０００円で、内訳は１節道路

橋梁費補助金６,７６２万円、２節住宅費補助金１８５万３,０００円であります。 

 次ページ、４４、４５ページをお願いします。 

 ６目教育費国庫補助金、１節教育費補助金の収入済額は５,３０９万１,１５０円

であります。 

 次に、３項委託金の収入済額は４５２万９,１８９円であります。主なものは、

２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金の基礎年金事務費交付金４０９万５１７

円であります。 

 次に、１５款県支出金の収入済額は５億８,０５８万９９７円で、１項県負担金

は３億７,５６３万５,４０４円。内訳は、１目総務費県負担金は１１７万８,００

０円で、１節総務管理費負担金の特例事務処理交付金であります。 

 次に、２目民生費県負担金の収入済額は３億７,４３１万２３７円であります。

内訳として、１節社会福祉費負担金は２億４,９９８万９,６５１円で、主なものは、

国保基盤安定負担金７,１７８万１,３０７円、三重県障害者自立支援給付費等負担

金１億６５５万７,７５０円であります。 

 次ページ、４６、４７ページの後期高齢者基盤安定負担金７,０２６万９,５９４

円であります。 
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 ２節児童福祉費負担金は１億１,５５８万６,８７２円で、主なものは、施設型給

付費、地域型保育給付費県費負担金９,１８２万１,９０５円であります。 

 ３節生活保護費負担金８７３万３,７１５円は、生活保護法第７３条による負担

金であります。 

 ３目衛生費県負担金の収入済額は１４万７,１６７円であります。 

 次に、２項県補助金の収入済額は１億５,８１８万１,１０６円で、１目総務費県

補助金は１,０３３万４,０００円であります。 

 ２目民生費県補助金の収入済額は６,６２２万９,８４０円、そのうち、１節社会

福祉費補助金は４,１９４万４,８２１円で、主なものは、心身障害者医療費補助金

２,９０１万１,５１２円、子供医療費補助金１,０２９万３０９円であります。 

 ２節児童福祉費補助金は２,０５０万７,０１９円で、主なものは、一人親家庭等

医療費補助金５０１万１,９０６円、次ページ４８、４９ページの、地域子供子育

て支援事業費補助金８５１万１,０００円であります。 

 ８節地方改善事業費補助金は３７７万８,０００円であります。 

 次に、３目衛生費県補助金の収入済額は５９１万８,５００円で、内訳は１節保

健費補助金が４１９万５００円で、主なものは、新型コロナウイルスワクチン接種

医療従事者派遣事業補助金３２９万９,０００円であります。 

 ２節環境衛生費補助金は、浄化槽設置整備事業補助金で１７２万８,０００円で

あります。 

 次に、４目農林水産業費県補助金の収入済額は７,００４万６,０６６円、内訳は、

１節農業費補助金が１,０９５万３,３９６円で、主なものは、緑の食料システム戦

略緊急対策交付金４８１万１,８０８円であります。 

 ２節林業費補助金の収入済額は２,５８０万６７０円で、主なものは、次ページ、

５０、５１ページを御覧ください、みえ森と緑の県民税市町交付金１,５４３万２,

５３０円であります。 

 ３節水産業費補助金の収入済額は３,３２９万２,０００円で、主なものは、水産

物供給基盤機能保全事業費補助金２,４３１万４,０００円であります。 

 次に、５目土木費県補助金の収入済額は４２６万１,７００円で、主なものは、

地籍調査補助金２７７万８,０００円であります。 

 ６目教育費県補助金の収入済額は１３６万円、７目商工費県補助金の収入済額は

３万１,０００円であります。 

 次に、３項委託金の収入済額は４,６７６万４,４８７円であります。主なものは、
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１目総務費委託金３,９９８万８,６１７円のうち、２節徴税費委託金２,４９０万

１,４７６円、３節選挙費委託金１,４３８万７,８０３円のうち、参議院議員選挙

執行委託金１,１７３万６,３０３円であります。 

 次ページ、５２、５３ページを御覧ください。 

 ４節統計調査費委託金から６目民生費委託金の内訳につきましては、備考欄のと

おりであります。 

 次に、１６款財産収入は収入済額３,５９９万９,３０５円であり、内訳として、

１項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節土地建物貸付収入の収入済額は１,５

８８万１,０２５円であります。 

 内容は、備考欄に記載の管財関係土地貸付料、農林関係土地貸付料及び教員住宅

貸付料であります。 

 次ページ、５４、５５ページをお願いいたします。 

 ２目配当金は、ＺＴＶ出資金配当金の９,０００円であります。 

 ３目１節基金運用収入の収入済額は９５万７,６４１円で、基金運用に係る定期

預金利息などであります。 

 ２項財産売払収入の収入済額１,９１５万１,６３９円は、主に流木売払収入１,

２５９万７５円であります。 

 次に、１７款寄附金の収入済額は５億８,２４５万２,６９３円で、主なものは、

１目総務費寄附金５億１,７９８万１,６９３円で、ふるさと応援寄附金等でありま

す。２目農林水産業費寄附金は、一般財団法人尾鷲みどりの協会からの林業振興事

業寄附金２,２３０万円及び地方創生応援寄附金３,１２４万６,０００円、５目商

工費寄附金は、企業版ふるさと応援寄附金１,０００万円であります。 

 次ページ、５６、５７ページを御覧ください。 

 １８款繰入金の収入済額は６億５,９４７万５,４３７円で、１項基金繰入金の主

なものは、１目財政調整基金繰入金の２億３,５３０万２,０００円、７目ふるさと

応援基金繰入金２億８,８５８万７,０００円は、本基金に積み立てたふるさと納税

を繰入れたものであります。 

 次ページ、５８、５９ページを御覧ください。 

 ２項特別会計繰入金は、特別会計の前年度精算による一般会計の繰入れによるも

ので、内訳は、１目国民健康保険事業会計繰入金が２３５万１７４円、２目後期高

齢者医療事業会計繰入金が４,６６３万４,２６３円であります。 

 １９款繰越金の収入済額は３億４,２７３万２,９８８円で、前年度繰越金であり
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ます。 

 備考欄下段２段目の建設課分７６万１,０００円から、次ページを御覧ください、

６６、６１ページの市民サービス課分１,０００円までにつきましては、繰越明許

費分でございます。 

 ２０款諸収入の収入済額は３億５１万１,３７９円、収入未済額は１,０３１万４,

４３５円であります。 

 諸収入の内訳につきましては、項別に御説明いたします。 

 １項延滞金加算金及び過料の収入済額６９３万１,４１３円は、諸税滞納延滞金

であります。 

 ２項市預金利子の収入済額３万１,６００円は歳計一時預金利子であります。 

 ３項貸付金元利収入の収入済額は３５６万５,０００円、収入未済額は４８万３,

５５２円であり、主なものは、２節奨学資金貸付金元利収入における奨学資金貸付

金返還金３５６万５,０００円で、収入未済額３２万５,０００円につきましても、

本返還金であります。 

 ４項受託事業収入、１目民生費受託事業収入、１節地域支援事業受託事業収入の

収入済額は５,８２７万１,０００円であります。 

 次ページ、６２、６３ページをお願いします。 

 ５項１目雑入の収入済額は１億９,９１０万３,３６６円、収入未済額は９８３万

８８３円で、収入未済額の主なものは、３節民生費雑入の生活保護法第６３条等に

よる返還金であります。 

 雑入につきましては多項目にわたりますので、主なものを御説明いたします。 

 ２節総務費雑入、備考欄上段、システム利用負担金６９５万４,０００円、これ

は、総合住民システムを利用している各会計からの利用負担金であります。 

 ３節民生費雑入の主なものは、次ページ、６４、６５ページを御覧ください。紀

北広域連合負担金前年度精算金１,４９４万７,４４２円、４節衛生費雑入では、折

橋墓地移転事業に伴う三重県からの補償金９,０７３万８,４４３円。 

 ８節教育費雑入のうち、次ページ、６６、６７ページを御覧ください。スポーツ

振興くじ助成金３,３９０万４,０００円が主なものであります。 

 ２１節市債に移らせていただきます。 

 市債の収入済額は８億２,３３０万円で、主なものは、１目民生債４,０００万円

のうち、心身障害者医療費助成事業債２,２００万円などであります。 

 ２目衛生債は６,０７０万円で、主なものは、予防接種事業債３,０７０万円であ
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ります。 

 ３目農林水産業債６,５７０万円のうち、主なものは次ページ、６８、６９ペー

ジを御覧ください。２節水産基盤整備事業債３,２１０万円、３節漁港整備事業債

２,１５０万円であります。 

 ４目土木債１億７,７１０万円のうち、主なものは、２節道路整備事業債６,９５

０万円、３節河川整備事業債３,０４０万円、４節急傾斜地崩壊対策事業債２,５１

０万円、５節都市計画事業債４,５７０万円であります。 

 ５目消防債２,９８０万円のうち、主なものは、３節消防団施設整備事業債１,７

２０万円であります。 

 ６目教育債は３億７,２５０万円のうち、主なものは、２節多目的スポーツフィ

ールド整備事業債の１,７１０万円、３節学校教育施設等整備事業債の３億２,９４

０万円、次ページ、７０、７１ページを御覧ください。体育施設等整備事業債の１,

９２０万円であります。 

 ７目臨時財政対策債は７,７５０万円であります。 

 以上、歳入合計は、予算現額１２２億５,７８４万円、調定額１２２億２,３８２

万８,８７１円、収入済額１２１億１,７３２万６７９円、不納欠損額４０６万３,

６７６円、収入未済額１億２４４万４,５１６円となりました。 

 以上、一般会計の歳入の説明でございました。 

 続きまして、２０９ページを御覧ください。 

 財産に関する調書でございます。 

 今回、１の公有財産の土地及び建物について、山林の市有林及び普通財産の建物

についても記載し、総括表として整理させていただいております。 

 土地につきましては、決算年度中増減高区分表の中段、公共財産のその他で１万

４,５６６平米の増加となっており、これは、墓地用地の取得によるものでありま

す。 

 １段下になります宅地は１９６平米の減少となっております。元市営住宅の一部

売却に伴う減少分によるものであります。 

 続きまして、２９１ページを御覧ください。 

 建物についてであります。決算年度中増減高区分、その他の行政機関の消防につ

いては、九鬼消防団車庫を撤去の上新築したことにより、差引き５７平米の減少と

なりました。 

 公共財産の学校については、給食センターの増設に伴い１９１平米の増加となり
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ました。 

 また、表最下段の建物については、中央駐車場の撤去による２,０１１平米の減

少であります。 

 次の２９２、２９３ページを御覧ください。 

 ２、山林（市有林）の詳細については、普通林、制限林ともに増減はございませ

んでした。 

 下段の３、有価証券につきましても、増減はございませんでした。 

 次の２９４、２９５ページを御覧ください。 

 （４）出資による権利でございます。表の中段に記載の公益社団法人三重県緑化

推進協会出捐金が２万４,９８７円の減、三重県農林漁業後継者育成基金出捐金が

３５万５,０００円の減となり、これにより、決算年度末現在高合計は１億５,９５

８万２,５４１円となりました。 

 次の２９６、２９７ページを御覧ください。 

 ２の物品ですが、小型乗用自動車及び普通特殊自動車がそれぞれ１台増となり、

軽貨物自動車が１台の減となったことから、車両の決算年度末現在高は１台増の１

０６台及び和船１台となりました。 

 続きまして、３の債権は、奨学資金貸付金が６６万５,０００円増加し、決算年

度末現在額が２,４３９万円、市民税特別徴収翌年度徴収金が５６万９,１００円減

少し、８,３８９万１,５００円となりました。これにより債権の決算年度末現在高

は１億８２８万１,５００円となりました。 

 次の２９８、２９９ページを御覧ください。 

 ４の基金でございます。令和４年度の基金の状況につきましては、基金の決算年

度中増減高は４億８,７４０万９,５１２円の増加で、決算年度末現在高は３４億７,

４２１万８,９８３円となりました。 

 以上で一般会計歳入及び財産に関する調書の説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、会計課の歳出に係る部分について御説明いたします。 

 決算書７８、７９ページへお戻りください。 

 一般会計、歳出、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額８億

７,８０３万３,０００円に対しまして、支出済額８億５,３７０万７,９８３円、不

用額２,４３２万５,０１７円でございます。この一般管理費に係る予算につきまし

ては、複数の課にまたがっていることから、会計課、歳出分のみを資料として取り



－１９－ 

まとめましたので、これに基づき御説明いたします。 

 委員会資料の４ページを御覧ください。 

 資料４でございます。表内の括弧書きにつきましては、他の課も含めた総額を記

載しております。 

 ２款総務費における会計課分の支出済額合計は１１５万７,２１８円で、会計事

務及び庁内事務経費であります。 

 節別に詳細を申し上げます。 

 まず、１０節需用費の会計課所管の支出済額は８４万３,４９５円で、うち、消

耗品費２７万４,６３０円は、事務用コピー用紙、決算書関連用紙代等であります。 

 印刷製本費５６万８,８６５円は、決算書印刷製本代のほか、会計事務帳票類の

印刷代であります。 

 次に、１１節役務費の支出済額は２３万５,４７６円で、通信運搬費２０万２,６

８０円は、口座振込通知等の郵送代、保険料３万２,７９６円は全国市長会の公金

総合保険料であります。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額は３万９,３６７円であり、複合機使用料で

あります。 

 １７節備品購入費の支出済額３万３,８８０円は、職員用の椅子購入費代であり

ます。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、三重県都市会計管理者協議会の負担金５,０

００円であります。 

 一般管理費につきましては以上でございます。 

 次に、１１款公債費、１項公債費、２目利子、２２節償還金、利子及び割引料で、

会計課分につきましては、予算現額４０万９,０００円に対し、支出済額はゼロ円、

不用額は４０万９,０００円であります。これは、一時借入れの際の支払利息とし

て予算計上するもので、令和４年度では一時借入れは行いませんでしたので、不執

行となりました。 

 会計課所管分の決算につきましては以上でございます。 

 以上、会計課の担当部分について御説明させていただきました。御審議いただき、

御承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 会計課の所管の決算に関わる説明をいただいたんですけれども、特に御意見のあ

る方は、御質疑ございませんか。よろしいですか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、会計課に関わる決算審査は終了いたします。ありがとう

ございました。 

 次に、総務課、お願いします。よろしいですか。 

 それでは、総務課に関わる、付託決算審査の説明をお願いいたします。 

○森本総務課長  総務課でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、総務課関係につきまして、令和４年度尾鷲市一般会計決算書及び行政常

任委員会の資料に基づきまして御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、先ほど会計管理者から御説明申し上げましたので、歳出に

ついて御説明のほど申し上げます。 

 まず、職員人件費について、一括で説明させていただきます。 

 職員人件費は、決算書においてそれぞれの科目に計上しておりまして、多岐にわ

たっておりますので、行政常任委員会の資料をもって御説明させていただきます。 

 資料の１ページのほうを御覧ください。お願いします。 

 こちらは、令和４年度会計年度任用職員を除く職員分の給与等科目別集計表でご

ざいます。各款ごとの給料等の人件費を集計したもので、表中段の一般計は、１６

４名分で、給料が６億４,４７９万８,４０９円、職員手当等が４億３,２７８万５,

１５７円、共済費が２億５８７万５,９８７円で、合わせて１２億８,３４５万９,

５５３円となり、前年度と比較いたしまして、２,５８５万７２０円の減額となっ

ております。 

 主な要因でございますが、職員手当等の減額で、退職者数の減少によります退職

手当約１,２００万円及びワクチンの集団接種に係る時間外手当等、こちら約１,４

００万円、選挙に係る時間外手当約７７０万円等が減額の要因となっております。 

 下段の特別会計計は７名分で、給料が２,３３９万４,３１４円、職員手当等が１,

０５９万３７６円、共済費が６９７万８,３８０円で、合わせて４,０９６万３,０

７０円となり、昨年度と比較いたしまして、２１万８,８０６円の増額となりまし

た。 

 最下段の一般会計及び特別会計の決算合計は、１３億２,４４２万２,６２３円で、

前年度と比較しまして２,５６３万１,９１０円の減額となりました。 

 次のページを御覧いただきまして、次に、令和４年度、会計年度任用職員の給与

等科目別集計表でございます。議会費から教育費までの報酬等の決算額合計は延べ
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１５３名分、２億３,９４６万１,６６０円で、前年度と比較いたしまして、１６５

万９１４円の減額。同じく共済費は３,４７９万４,２１５円で、前年度と比較いた

しまして２８２万１,７４０円の減額でございます。 

 職員人件費等につきましては以上でございます。 

 次のページを御覧ください。 

 それでは、総務課に係る職員人件費以外の歳出について御説明申し上げます。 

 決算書７８ページ以降の、１目一般管理費につきましては、総務課以外に政策調

整課、会計課、財政課の予算も混在しておりますので、この明細書は、上段の括弧

書きは決算書に記載の額で、下段は総務課に係る決算額でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、総務課分は、予算現額５

億８,６６９万円に対し、支出済額は５億７,０５９万１,５３９円、不用額は１,６

０９万８,４６０円となっております。 

 １節報酬から４節共済費まで、先ほど説明いたしました人件費に関する経費が主

なものでございます。 

 次に、７節報償費５３万円の支出は、職員採用試験時の外部面接官報償費及び顧

問弁護士料のほうでございます。 

 ８節旅費８７万１,１７０円の支出は、普通旅費として、派遣職員の移転料、会

計年度任用職員費用弁償が主なものでございます。不用額５４万９,８３０円は、

災害被災地派遣旅費及びいじめ問題調査委員会情報公開及び個人情報保護審査会委

員会費用弁償の不執行が主なものでございます。 

 １０節需用費１,７２６万６６６円の支出は、書籍、条規類集等追録代、トイレ

ットペーパー等の消耗品が２１３万４,１４９円、公用車ガソリン代等の燃料費が

３１０万２,１３２円、総合住民情報システム用印刷製本費が２９万９,２００円、

庁舎電気水道光熱費が９４５万６,７８０円、修繕料２２６万８,４００円は公用車

のタイヤ交換といった修繕料のほか、空調、照明関係等の庁舎の修繕料が主なもの

でございます。不用額は１２８万３,３３４円のうち、主なものにつきましては、

見込みを下回ったため、公用車ガソリン代の燃料費８６万７,８６８円が主なもの

でございます。 

 次に、１１節役務費５６６万８,９７１円の支出は、電話、郵送料の通信運搬費

で３４１万４,６０２円のほか、浄化槽保守点検手数料１７４万９,８００円が主な

ものでございます。 

 １２節委託料６,９９７万８,３６０円及び繰越明許費分１３２万円の支出は、条



－２２－ 

規類集データベース業務委託料３０４万６,８９５円、庁内システムサポート保守

委託料３,３９５万９,８９３円、公用車集中管理業務委託料１,２０３万２,０４４

円、市庁舎警備業務委託料８０６万７,４００円が主なものでございます。 

 繰越明許費１３２万円につきましては、地方公務員定年延長関係例規整備支援業

務委託料に係る支出でございます。 

 不用額２３６万２,６４０円につきましては、公用車管理業務の委託料として、

運転手の時間外の減少に伴う１１７万９５６円が主なものでございます。 

 １３節使用料及び賃借料２,６２９万３,７６０円の支出は、インターネット回線

使用料３３１万３,２００円、総合住民情報システム借上料６０８万４,１８０円、

財務会計システム利用料３５６万４,０００円、総合住民情報システムがクラウド

化されたことに伴いましてのデータセンター利用料３１７万４,６００円など、各

種システム等の借上料、利用料のほか、記載のとおりでございます。 

 不用額の９２９万８,２３６円につきましては、半導体不足、こちらのほうが影

響しておりまして、機器導入が遅れたことによりまして、借上期間、こちらのほう

が短くなったため、庁内ＤＮＳメールサーバー等の更新機器借上料及び総合住民情

報システムクラウド環境機器借上料が減額となったことが主なものでございます。 

 １４節工事請負費３６８万５,０００円の支出は、税務課空調設備と感染症対策

として新館の空調設備を設置したものでございます。 

 次に、１７節備品購入費２５５万３,６８０円の支出は、ハイブリッド普通車１

台、机、椅子及び業務用端末等を購入したものでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金３８３万４,７７３円は、税番号制度に係る中間

サーバー利用料負担金３１０万１,０００円、三重県セキュリティークラウド負担

金６６万４,５７３円が主なものでございます。 

 続きまして、決算書の９４ページ、９５ページのほうを御覧ください。 

 ８目公平委員会費につきましては、予算現額１５万５,０００円に対しまして、

支出済額は１万４,１００円、不用額は１４万９００円となっております。 

 １節報酬は、委員会の開催がなかったため不執行となっています。 

 １８節負担金、補助及び交付金１万４,１００円は、全国公平委員会連合会及び

三重県公平委員会連合会負担金となっています。 

 次に、１０２ページ、１０３ページのほうを御覧ください。 

 １４目諸費につきましては、総務課分は、１８節負担金、補助及び交付金１３６

万円のうち８万７,０００円で、１０３ページ右備考欄記載の上から６件目で、三
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重県安全運転管理協議会会費１万３,０００円、安全運転管理者講習会会費１万８,

０００円、紀北自家用自動車協会会費５,０００円、平和首長会議メンバーシップ

納付金２,０００円、三重県自治研修センター年会費４万円、三重県社会保険協会

費９,０００円でございます。 

 次に、１０８ページ、１０９ページをお願いします。 

 ４項選挙費でございます。１目選挙管理委員会会費、予算現額１３８万７,００

０円、支出済額は８７万５１５円で、５１万６,４８５円の不用額となっておりま

す。 

 支出といたしましては、委員４名に対する１節報酬が６３万８,０００円であり

ます。 

 次ページのほうをお願いしまして、８節旅費は、全国市区選挙管理委員会連合会

に係る会議が書面決議となったことによりまして開催がなかったため、不執行でご

ざいました。 

 １０節需用費２０万８,４５１円は、書籍購入ほか追録代等の消耗品費、１１節

役務費２,０６４円は、郵便料等の通信運搬費、１８節負担金、補助及び交付金２

万２,０００円の支出につきましては、全国市区選挙管理委員会連合会の分担金で

ございます。 

 次に、三重県議会議員選挙費、参議院総選挙費につきましては、行政常任委員会

資料のほうで御説明させていただきます。 

 資料の７ページのほうを御覧ください。 

 まず、令和５年４月９日に執行いたしました三重県議会選挙につきましては、予

算現額３５０万５,０００円に対し、支出済額２６０万５,７６２円で、主なものと

いたしまして、投票入場整理券印刷代等１１８万８,７０６円、通信運搬費６０万

１,３９６円です。 

 次に、令和４年７月１０日に執行いたしました参議院議員選挙でございますが、

予算現額１,１７４万１,０００円に対し、支出済額１,１７３万６,３０３円、内訳

といたしましては記載のとおりでございますが、主なものといたしまして、期日前

投票管理者立会人報酬等１６０万５,４５０円、投票従事職員時間外勤務手当４２

１万４,５０７円、ポスター掲示板設置・撤去委託料が１２３万２,０００円でござ

います。 

 また、５、６ページには、情報公開審査会、公平委員会関係等の資料を、最終の

８ページのほうでございますが、こちらは令和４年度に専決処分となった損害賠償
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の額の決定についてを一覧として記載させていただいております。 

 御参照のほどよろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして、総務課に係る決算の説明を終わらせていただきます。よろし

く御審議賜り、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○南委員長  総務課所管の議案第４６号の一般会計の歳入歳出の認定の説明は以

上でございます。 

 特に、御質疑のある方、御発言をお願いいたします。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、総務課の決算審査は終了いたします。ありがと

うございました。 

 次に、議会事務局、お願いいたします。 

 それでは、議会事務局所管の議案第４６号の決算認定の説明をお願いいたします。 

○高芝議会事務局長  議会事務局です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、議会費に係る決算について説明させていただきます。 

 決算書の７６、７７ページを御覧ください。 

 歳出の第１款第１項第１目議会費でございます。予算現額９,７３３万４,０００

円に対し、支出済額は９,２３４万４,８５４円、不用額は４９８万９,１４６円で

ございます。 

 なお、議会費の令和４年度の執行率は９４.８％、また、一般会計における構成

比は０.８％となっております。 

 それでは、節ごとに主なものを説明させていただきます。 

 まず、１節報酬、支出済額４,０２５万７８２円は、議員報酬及び会計年度任用

職員報酬でございます。 

 次に、２節給料１,１９７万５,１００円は、事務局職員３名分の給料、３節職員

手当等１,８６４万５４７円は、事務局職員の各種手当及び議員期末手当でござい

ます。 

 ４節共済費１,６５０万４９８円は、議員及び事務局職員それぞれの共済組合負

担金等でございます。 

 次に、８節旅費につきましては９万８,４４０円でございます。 

 ９節交際費１２万８,０００円は、議長交際費に係る支出でございます。 

 １０節需用費６５万５,４９２円は、主なものといたしまして、消耗品費５０万
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８,４２９円でございまして、その他法令集等の追録加除、新聞購読料、コピー用

紙代等でございます。 

 次に、１１節役務費１３万６,６２８円は、郵送料等の通信運搬費、地元新聞等

への各種広告料及び議場の名札書換手数料でございます。 

 １２節委託料１３２万５,９４０円は、会議録反訳に係る委託料でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は２２４万４４８円で、主なものといたしまして

は、回線使用料１１５万５,０３０円、こちらはセルラータイプのタブレットの通

信料６４万２３０円と議会中継用のインターネット回線使用料５１万４,８００円

でございます。ほか、ペーパーレス会議システムの利用料９９万円から、７９ペー

ジにかけまして、ソフトウエア使用料１万２,３２０円まで、記載のとおりでござ

います。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金、こちらにつきましては３９万２,９７９

円で、全国市議会議長会負担金３０万６,０００円以下、中南勢都市議会議長会負

担金まで、記載のとおりでございます。 

 以上、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算のうち、議会費に係る説明とさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○南委員長  御意見ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  局長、ちょっと１点だけ参考に。 

 旅費なんやけれども、管外視察はなかったということで、これだけの不用額が生

じたということで、常任委員会と特別委員会の、１人頭のあれだけ、額だけ、ちょ

っと参考に教えて。議運と行政と。 

○高芝議会事務局長  まず、常任委員会につきましては、令和５年度の予算で、

議員さんお一人１０万円の予算が計上されております。 

 議会運営委員会につきましては、議員さんお一人につき５万５,０００円の予算

のほうがついておりまして、常任委員会のほう予算総額、議員さん及び随行の事務

局職員含め１２０万円、議会運営委員会につきましては４４万円の予算が計上され

ております。 

 以上です。 

○南委員長  ありがとう。よろしいですか。 

○小川委員  どこに載っているかよう見つけやんのですけど、ワンセグ、結構故

障していたように思うんですけど、その修繕費というのはサービスでやってもらっ
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たんですか。 

○南委員長  使用料やな。 

○小川委員  使用料のほうで。 

○高芝議会事務局長  令和４年度は２回ほど、議会中継機材の故障で、皆さんに

御迷惑をおかけしたんですが、今、小川委員さんおっしゃられた費用につきまして

は、１０節の需用費の中の修繕料のほうでさせていただいています。 

 以上です。 

○小川委員  局長、今後、このシステムというか、大分古いように思うんですけ

ど、まだ持ちそうなんですか、どうなんですか。もうパンク寸前ですか。 

○高芝議会事務局長  小川委員御指摘のとおり、議会中継用の機材につきまして

は、平成２４年に導入されたものでございまして、順次、修繕料等を使わせていた

だいて、修理してきておるんですけれども、今年度、私と浜野のほうで、中継方法

を含め、勉強のほうを進めさせていただきまして、今後、適切な時期に更新に向け

て予算計上のほうをするべく、また議長、もちろん御了承の下で、議会運営委員会

等に相談させていただきたいと考えております。以上です。 

○南委員長  よろしいですか。他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、議会事務局の決算認定を審査終了したいと思い

ます。 

 午前中最後で監査委員事務局に入って、お昼にいたしたいと思います。 

 それでは、監査委員事務局所管の議案第４６号、一般会計の決算審査認定の説明

をお願いいたします。 

○仲監査委員事務局長  監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。 

 議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

監査委員事務局に係る決算について御説明させていただきます。 

 監査委員事務局の職員体制につきましては、識見監査委員、議選監査委員の補助

を行うため、事務局職員２名が従事しております。監査委員の指揮の下、定期監査、

例月出納検査、決算審査に係る調査、検証、指導などの経常的な業務のほか、住民

監査請求など各種請求に対する監査の実務を行っております。 

 それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３２ページを御覧ください。通知い

たします。 

 令和４年度の主な事業といたしましては、令和４年４月から令和５年３月にかけ
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て、各課、各地区センター、コミュニティーセンター、学校、指定管理者、財政援

助団体など、４２か所の定期監査を実施しております。例月出納検査といたしまし

ては、毎月１回、一般会計、特別会計及び病院、水道会計における支出命令書等の

関係諸帳簿の計数確認と現金保管状況及び基金運用状況等の確認を行っております。

また、５月下旬から８月中旬にかけて、各会計の決算審査並びに財政健全化、経営

健全化の審査を実施し、その概要につきましては、本決算委員会において代表監査

委員より御報告させていただいております。 

 令和４年度の監査委員事務局に係る職員人件費を除く監査事務費の決算額は２２

９万３,０００円で、全て一般財源となっております。 

 それでは、令和４年度尾鷲市一般会計特別会計歳入歳出決算書の１１４、１１５

ページを御覧ください。通知いたします。 

 ２款総務費、６項監査委員費、１目監査委員費の予算現額は２,０８７万円で、

支出済額は２,０５７万９,４８９円、不用額は２９万５１１円となっております。

主な支出といたしましては、まず、１節報酬、支出済額１７７万円は、監査委員２

名分の委員報酬であります。 

 ２節給与から４節共済費までは、事務局員職員２名分の人件費であります。説明

は割愛させていただきます。 

 ７節報償費、支出済額２万２,０００円は、令和４年度において１件ございまし

た住民監査請求に係る弁護士相談料で、１回税込み１万１,０００円の相談を２回

実施いたしました。 

 ８節旅費につきましては、東海近畿北陸３地区共催の都市監査事務研究会及び東

海地区都市監査委員会総会研修会等への参加のための旅費でありましたが、昨年度

に続きまして、コロナ禍の影響によって旅費の伴う会議については全て現地での開

催が見送られましたため、支出はございませんでした。 

 次に、１０節需用費、支出済額４４万２,６８５円は、地方監査実務提要など、

書籍の追録加除代及び地方公営企業関係法令集の購入費並びに事務用の消耗品費で

あります。 

 １２節役務費１,４１５円につきましては、住民監査請求に係る書類送付用切手

代及びレターパック購入費であります。 

 １３節使用料及び賃借料４万１,６５９円につきましては、事務所設置の複合機

に係る使用料でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金、支出済額１万５,０００円につきましては、備
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考欄に記載のとおり、三重県並びに全国都市監査委員会の会費でございます。 

 以上で監査委員費についての決算説明を終わらせていただきます。よろしく御審

議賜りますようお願い申し上げます。 

○南委員長  御質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、ちょっと私のほうから２点構わんかいな。 

 弁護士費用の例の監査請求というのは、尾鷲小の工事に関わることやったんです

かね。 

○仲監査委員事務局長  そうですね。小学校の給食センターのことでした。 

○南委員長  分かりました。 

 それと、旅費の不用額１４万６,０００円で、もうまるっきり１００％残したん

ですけれども、これは東海監査会議だとかあったと思うので、特にこれコロナで開

催されなかったと理解していいのか、それとも欠席したのか、それだけ詳しく。 

○仲監査委員事務局長  コロナ禍によって現地での開催がなく、ただリモート開

催とか、あと、研修会、あと、書面決議、そういったもので、開催そのものはされ

ております。 

○南委員長  分かりました。 

 よろしいですね。ありがとうございました。 

 ここで昼食に入りたいと思います。午後は１時１０分からお願いいたします。 

（休憩 午前１１時４３分） 

 

（再開 午後 １時０７分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 次に、政策調整課に入っていただきましたので、議案第４６号の所管の決算認定

の説明をお願いいたします。 

○三鬼政策調整課長  政策調整課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、政策調整課に関する決算状況について、歳入歳出決算書、主要施策の成

果及び実績報告書及び当課作成の資料を用いて説明いたします。 

 まず、決算書８０、８１ページを通知いたします。 

 決算書８０ページから始まります、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理

費につきましては、総務課をはじめとする複数の課がまたがるため、当課に関わる
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分のみを別紙資料にまとめさせていただきました。 

 資料は、一般管理費に加えて、２目文書広報費、５目企画費、１０目男女共同参

画費、５項統計調査費の１目統計調査総務費、２目指定統計調査費につきましても

同様にまとめておりますので、こちらの資料を基に説明させていただきます。 

 委員会資料の１ページを通知いたします。よろしくお願いいたします。 

 資料の見方でございますが、上段の括弧書きが全体の額、下段が政策調整課分で

ございます。 

 では、始めます。１目一般管理費、予算現額２億８,８９１万円に対し、支出済

額は２億８,０７７万３,９０８円で、不用額は８１３万６,０９２円でした。主な

支出は、８節旅費が７７万６０円、９節交際費が２２万５,６８５円で、市長の事

務経費でございます。 

 １０節需用費の支出は１７４万１,８００円で、ふるさと納税関連の消耗品費が

主なものでございます。 

 １１節役務費の支出は４,７００万１,４１０円で、ふるさと納税指定代理納付手

数料が主なものでございます。 

 １２節委託料の支出は２億２,９２７万８００円で、ふるさと納税関連業務委託

料でございます。 

 １３節使用料及び賃借料の支出は１０８万９,９５３円で、ふるさと納税に関す

るサーバー使用料が主なものでございます。 

 続いて、１８節負担金、補助及び交付金の支出６０万８,０００円は、三重県市

長会関係の負担金でございます。 

 委員会資料の次のページをお願いいたします。決算書では８６ページから８７ペ

ージとなります。 

 ２目文書広報費は、予算現額２,０６９万９,０００円に対し、支出済額が２,０

２６万２,３２９円、不用額は４３万６,６７１円でした。主な支出は、１０節需用

費が６５５万７,６１６円で、広報おわせの印刷が主なものでございます。 

 次に、１１節役務費は４７０万３,１６２円で、広報配布手数料が主なものでご

ざいました。１２節委託料は７５７万５,７００円で、ホームページのリニューア

ル委託料でございます。１３節使用料及び賃借料は１３８万６,８５１円で、ホー

ムページに係るクラウドシステム利用料が主なものでございました。１８節負担金、

補助及び交付金は、前年同様の３万９,０００円で、広報協議会等への負担金でご

ざいます。 
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 次に、５目の企画費を説明いたします。委員会資料では２ページから３ページ、

決算書では８８ページから９３ページに当たります。 

 ５目企画費は、予算現額１億２,８４５万円に対し、支出済額が１億１,３９７万

４,４２９円、不用額は１,４４７万５,５７１円となっております。 

 ７節報償費は２,１４４万２,８００円の支出で、地域おこし協力隊活動報償費が

主なものでございます。 

 次に、８節旅費は２３万９,６８０円の支出でございました。 

 １０節需用費は７１万７,２８５円の支出で、移住体験住宅の光熱水費及びふれ

あいバスの修繕費等が主なものでございました。 

 委員会資料３ページをお願いいたします。 

 次に、１１節役務費でございます。６０万７,１９０円の支出で、通信運搬費や

地域おこし協力隊募集に係る記事作成手数料でございました。 

 次に、１２節委託料は６,００１万４,８１３円の支出で、ふれあいバスに係る運

行委託料及び指定管理料でございました。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は１８０万２,７４８円の支出で、主に移住定住

サイトのシステム使用料でございました。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は２,９１４万９,９１３円の支出で、東紀

州地域振興公社負担金、おわせＳＥＡモデル協議会負担金、地域おこし協力隊活動

費補助金が主なものでございます。 

 続いて、１０目の男女共同参画費に移ります。委員会資料では４ページ、決算書

では９６ページから９７ページに当たります。 

 １０目の男女共同参画費は、予算現額２５万３,０００円に対し、１４万３,８９

６円を支出し、不用額は１０万９,１０４円でした。 

 １節の報酬は７万２,６００円の支出で、男女共同参画審議会委員報酬でござい

ます。 

 ７節報償費は１万円の支出で、講師謝礼であります。 

 ８節旅費は９,１４０円の支出でした。 

 １０節需用費は７４８円の支出で、消耗品費でございました。 

 １１節役務費は２,２９６円の支出で、通信運搬費でございました。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は４万９,１１２円の支出で、三重県内の

男女共同参画連携映画祭東紀州市町の負担金でございました。 

 次に、５項の統計調査費でございます。委員会資料では４ページ、決算資料では
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１１２ページから１１５ページに当たります。 

 １目統計調査総務費は予算現額９万３,０００円に対し、支出済額は８万１６４

円で、不用額は１万２,８３６円でした。 

 １０節の需用費は７万４,７２４円の支出で、消耗品費、統計書の印刷製本費で

ございました。 

 １１節役務費は５,４４０円の支出で、通信運搬費でございました。 

 次に、２目指定統計調査費は、予算現額８０万８,０００円に対し、支出済額は

６８万５,２８０円で、不用額は１２万２,７２０円でございました。 

 １節報酬は５１万７,０５７円の支出で、指定統計調査に係る指導員及び調査員

の報酬等でございます。 

 １０節の需用費は１４万５,５７６円の支出で、消耗品費でございました。 

 １１節役務費は１万９,７０８円の支出で、通信運搬費でございました。 

 ここで、主要施策の成果及び実績報告書及び当課資料を用いて、各担当から説明

をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○西村政策調整課調整監  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２１ペー

ジを御覧ください。 

 ふるさと納税事業でございますが、事業の内容と成果としましては、ポータルサ

イト、ふるさとチョイス、楽天ふるナビを通じたふるさと納税ＰＲを中心に行うこ

とにより、令和４年度ふるさと納税寄附件数４万３６２件、寄附金額５億１,７４

６万２,０００円となりました。事業費決算額２億７,９０９万９,０００円、財源

内訳は、全てその他特定財源でございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、ふるさと納税事業につきましては、資料２、令和４年度ふるさと納

税事業について、５ページから１２ページにて説明させていただきます。通知いた

します。 

 委員会資料５ページを御覧ください。 

 令和４年度ふるさと納税事業に係る支出済額表を御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額２億８,６１４万５,０

００円のうち、２億７,９０９万９,０６６円がふるさと納税事業に係る支出済額と

なります。 

 次の欄を御覧ください。 

 ８節旅費の支出済額８万７,０６０円につきましては、１０月に名古屋で行われ
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た南三重ふれあいフェスタや円頓寺商店街イベント、また、１１月末には東京、三

重テラスにおいて行われました東紀州５市町の観光、かんきつ類等の特産品イベン

トにて、尾鷲市ふるさと納税をＰＲいたしました。 

 １０節需用費の支出済額１７１万８,５９１円につきましては、事務用品の消耗

品費や返礼品等のＰＲ用チラシや封筒、寄附証明書、御礼状の印刷費でございます。 

 １１節役務費の支出済額４,６９９万４,９３２円で、内訳としましては、寄附し

ていただいた方へ納税証明書の発送等に係る通信運搬費５９６万７,３９９円や、

ふるさと納税ポータルサイト代理納付手数料４,１０２万７,５３３円となります。 

 １２節委託料の支出済額２億２,９２７万８００円につきましては、ふるさと納

税関連業務委託料となります。この委託料の内訳としましては、返礼品代や発送代

等、返礼品に関連する経費が全てでございます。また、不用額４０３万９,２００

円につきましては、ふるさと納税寄附金額に対しての返礼品費となりますので、予

算に不足が生じないよう計上した結果となっております。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額１０２万７,６８３円の内訳につきましては、

複合機使用料６９万７,６８３円、ふるさと納税システムサーバー使用料３３万円

となります。 

 続きまして、委員会資料６ページを御覧ください。 

 こちらは、令和４年度のふるさと納税事業に係る活動実績の一覧となります。主

立ったものだけ説明させていただきます。 

 令和４年４月からポータルサイト、ふるさとチョイスのＰＲとして、お礼の品最

新情報の掲載を週末、土曜日、日曜日、月１０回をスタートさせました。同月には、

ふるさと納税読者人気ランキングトップ２０において、本市返礼品、生食用サーモ

ン切り落とし９００グラムセットが１６位として無料掲載していただきました。６

月には、ふるさとチョイス、楽天ふるさと納税に続く新たなポータルサイトとして

ふるなびを開始、このことから、寄附者の選択肢、裾野を増やしました。また同月、

ふるさと納税ナンバーワン比較サイト、ふるさと納税ガイドにおいて、ふるさと納

税お勧め返礼品特集として、尾鷲市が無料掲載されました。 

 ７ページを御覧ください。 

 １０月、グーふるさと納税徹底比較お勧めランキングにおいて、尾鷲市がふるさ

と納税特集にて無料掲載されました。また、１１月には、ふるさとチョイスメール

マガジンにて本市返礼品が紹介され、その影響もあり、本市人気返礼品、生食用サ

ーモン切り落とし７５０グラムが、全国５０万点を超える返礼品ランキングで１２
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位となり、令和４年度末まで１００位以内にランキングいたしました。 

 続きまして、ふるさと納税実績、（１）ふるさと納税寄附金額等の推移、（２）

令和４年度ふるさと納税寄附金別内訳、（３）令和４年度ふるさと納税寄附者地域

別内訳、（４）令和４年度ふるさと納税返礼品申請件数上位１０品、（５）令和４

年度寄附者アンケート内訳につきましては、委員会資料８ページから１０ページに

掲載しております。 

 また、委員会資料１１ページから１２ページまでは、令和４年度新規返礼品リス

トとして、新たに８４品の返礼品を事業者と共につくり上げましたので、掲載いた

しました。今後も、より魅力ある尾鷲らしい返礼品や時代のニーズをいち早く把握

し、市内事業者と共に返礼品の提案、企画、開発を行い、寄附の拡大獲得や尾鷲市

の認知をさらに図るとともに、本市に寄附者が応援したいと思い寄附していただけ

るような取組、尾鷲市感謝企画を実施し、寄附の使い道についても丁寧に寄附者に

報告することで、尾鷲市ふるさと納税事業寄附者からつながる関係人口づくりをさ

らに推進してまいります。 

 以上がふるさと納税事業に係る説明となります。 

○濵田政策調整課調整監  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２３ペー

ジを御覧ください。 

 おわせＳＥＡモデル事業であります。 

 事業の内容につきましては、県の南部地域活性化基金を活用し、おわせＳＥＡモ

デル協議会において、企業誘致、事業誘致に結びつけるための具体的な事業検討を

進めるに当たり、本市が県に対しての申請者となることから、協議会に対し当事業

に係る負担金を支出するものであります。 

 本基金の活用に当たりましては、県としての３年ルールの縛りがあり、令和４年

度、この決算年度が最終年となっております。 

 事業成果といたしましては、プロジェクトＳの担当である本市が主体となり、集

客交流人口増加施策等調査検討では、アドバイザーと庁内横断的な中堅若手職員に

よるイベント事業推進ワーキングも活用しながら、企業誘致に関する企業提案書、

おわせＳＥＡモデル協議会における課題解決のための企画提案書、跡地を活用した

イベント構築誘致に関する報告書を作成し、跡地への集客交流人口の増加につなげ

るための取組を進めております。また、プロジェクトＡ担当である尾鷲商工会議所

が主体となり、事業化に向けた海藻類及びエビ類陸上養殖に係る実証試験、企業意

向調査などを実施し、陸上エビ養殖試験データを公表することで、地域企業、大手
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企業、養殖ベンチャー企業などが連携した事業体の組成に向けた取組を進めており

ます。 

 最後に、事業費は６００万円で、財源内訳は、県支出金、三重県南部地域活性化

事業費補助金３００万円、その他特定財源といたしまして、おわせＳＥＡモデル協

議会事業負担金として、中部電力、尾鷲商工会議所からそれぞれ１００万円、一般

財源１００万円であります。 

 説明は以上となります。 

○山本政策調整課主幹兼係長  それでは、次ページの２４ページを御覧ください。 

 交通体系関係事務経費について説明させていただきます。 

 事業の内容につきましては、市内の地域公共交通について、尾鷲市地域公共交通

活性化協議会で協議するとともに、ふれあいバス４路線、八鬼山線、ハラソ線、尾

鷲地区、須賀利地区のバス運行を行ったものでございます。 

 事業の成果といたしましては、尾鷲市地域公共交通計画における公共交通ネット

ワーク形成の基本方針に基づき、市街地への増便、所要時間の短縮、利便性の向上

を図るため、九鬼地区以南を運行していた八鬼山線、ハラソ線の２路線を九鬼・早

田線、北輪内線、南輪内線の３路線に再編し、本年４月１日から運行を開始してお

ります。 

 次に、ふれあいバス４路線の利用者数についてであります。ふれあいバス４路線

での利用者延べ人数は、八鬼山線１万９,７９５人、ハラソ線１万７５４人、尾鷲

地区１万９,５１３人、須賀利地区１,４６４人、合計５万１,５２６人で、前年度

と比較して８人の微増となり、ほぼ前年度並みの乗客数でありました。 

 この傾向の主な要因といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響が緩和

された昨年度は一定の増加が見られましたが、感染症法上の位置づけが２類であっ

たこともあり、増加傾向に頭打ちが見られた傾向であったことがうかがえます。 

 今後も利用者の皆様の利便性、安全性の向上を図るために、尾鷲市地域公共交通

計画に基づき、地域の皆様、利用者の皆様からの御意見を伺いながら、持続可能で

効率的な生活交通体系の構築を進めてまいります。 

 事業費は６,３３３万２,０００円で、財源内訳は、国庫支出金として、地域公共

交通確保維持改善事業費補助金１３２万３,０００円、一般財源６,２００万９,０

００円であります。なお、一般財源が昨年度より３７９万円が増加している主な要

因といたしましては、バス運行委託料及びバス指定管理料の経費として、燃油価格

や人件費が高騰したことによるのが主な原因であります。 
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 以上で説明を終わらせていただきます。 

○中村政策調整課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２５ページ

を御覧ください。 

 本事業では、生まれ育った故郷尾鷲市にＵターンしようと考えている人や、テレ

ワーク・ワーケーションなど多様な暮らし方を選ぶ人が増えている状況で、新たな

人の流れを創出することを目的としております。 

 事業の内容といたしましては、移住相談窓口や移住体験住宅、国や県と連携した

東京圏からの条件付移住に対する移住支援制度などであります。 

 また、高校生が地域の課題解決型学習に取り組むことで地域の資源や魅力、可能

性について深く知り、一度は故郷を離れても地域に戻るという選択肢となることを

目指した尾鷲高校のまちいくについても、尾鷲市、紀北町、尾鷲高校、三重大学が

連携し実施いたしました。毎年２年生を対象としまして、平成２６年度より継続し

ております。 

 次に、若者の働き方働く場創設プロモーション事業としまして、南部地域活性化

基金事業を活用した地域での働き方や働く場の情報発信、体験プログラムの受入れ

体制を進めました。 

 その成果として、空き家バンクへの移住相談は内覧５０件、面談１０２件、電話

の問合せが５６１件ほどありました。 

 次に、首都圏から本市への移住促進を図る目的としました、尾鷲市移住支援事業

補助金は、１名の方が利用され、尾鷲市でテレワークを行いながら定住されていま

す。 

 また、尾鷲高校まちいくにおきましては、ゼロカーボンシティーの実現に向けて

について取り組み、市有林の活用等、提案発表を行い、地域への愛着、知見を深め

ております。 

 また、都市部に住むリモートワーカーや学生などの若者を計３６名誘致し、関係

人口へつなげるために、仕事体験や滞在に関するモデルケースの創出につなげられ

ました。 

 最後に、関係人口の創出の事業としましては、地域との多様な関わり創出事業と

しまして、地方創生推進交付金を活用し、関係案内所、シェアスペース土井見世を

展開しまして、リモートワーカーや大学生の誘致に取り組みました。 

 まち歩きツアーの試行、ＳＮＳ交流のツールとしてポータルサイトを開設いたし

ております。 
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 事業費、決算額であります、５２６万円であります。国庫支出金としまして、地

方創生推進交付金１１８万１,０００円、県支出金としまして、三重県南部地域活

性化推進補助金として１５６万３,０００円です。その他特定財源としまして、移

住体験使用住宅料１０万円になります。一般財源は２４１万６,０００円となって

おります。 

 以上でございます。 

 続きまして、地域おこし協力隊事業でございます。 

 それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２６ページを御覧ください。 

 事業の対応としましては、都市住民等外部の人材を地域おこし協力隊として、地

区に導入することにより、地域交流の機会の創出や地域課題の抽出、その解消策な

ど、地域等と連携を図りながら推進しております。令和４年度には、９名の隊員が

活動しておりました。 

 九鬼の地域おこし協力隊は九鬼の地域活性化に携わり、看板や目印テープ設置な

どの登山道の整備、山の魅力と九鬼町の歴史を併せて紹介する観光案内所を設置す

るなど、来訪者を呼び込みながら、九鬼の自然文化を守っていく仕組みづくりを進

めてきました。 

 三木里の地域おこし協力隊は、持続可能な観光の仕組みづくりのために、ビーチ

クリーン活動やめぐりサイクルのバザーのイベントを実施してきました。 

 向井地区の地域おこし協力隊は、地域の子供や多世代の人々が交流できる場所の

立ち上げイベントを実施いたしました。 

 また、地域の小中学生に移住体験や自然文化について、授業を行っております。 

 尾鷲市の魅力発信の地域おこし協力隊は、ユーチューブやツイッターなどＳＮＳ

を使い、釣りや景勝地、地元企業等の紹介など、尾鷲市の魅力を発信してきました。 

 関係人口づくり協力隊は、ふるさと納税者に対しまして、関係性を深めるための

御礼状に創意工夫を加えまして、新規返礼品の発掘を行ってきました。 

 定住移住コンシェルジュの地域おこし協力隊は、おわせ暮らしサポートセンター

を拠点としまして、空き家バンクや仕事バンクなどで移住を促進し、また、フェイ

スブック、インスタグラムなどのＳＮＳを活用し尾鷲市の情報を発信してきました。 

 なお、令和４年度に退任した３名中、２名が尾鷲市に定住いたしております。 

 事業費としまして３,６５０万６,０００円になります。財源内訳は、全額が一般

財源となっております。 

 以上でございます。 
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○山口政策調整課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２２ページ

を御覧ください。 

 広報等発行事業につきましては、主に広報おわせ、ホームページ、エリアワンセ

グ、ツイッターやＬＩＮＥ等のＳＮＳなどを通じて生活に関する情報を中心に市政

情報などを分かりやすく提供し、市民の皆様と行政の情報共有を進めました。また、

令和４年度において、ホームページのリニューアルを行い、行政ページのほかに、

観光食、子育て、定住移住の三つの専用サイトを設け、それぞれに特化した情報を

充実させました。また、利用者別に必要な情報を見つけやすいよう、スマートフォ

ンモバイル表示に対応し、シーン別メニューにより情報にたどり着きやすい構成と

しました。 

 事業費決算額は２,０２６万２,０００円で、財源内訳としましては、地方創生推

進交付金５０万円、その他特定財源として、広告事業収入５２万円、ふるさと応援

基金繰入金６６９万８,０００円、一般財源が１,２５４万４,０００円でございま

す。 

 説明は以上でございます。 

 続きまして、３１ページを御覧ください。 

 統計調査事業についてでございます。こちらにつきましては、関係データを収集

し、令和４年度版尾鷲市統計書を作成し、政策、施策の立案など、各種行政活動の

基礎資料としております。 

 また、指定統計調査として国より委託を受けている学校基本調査や人口推計調査

などを実施しました。 

 事業費決算額は７６万５,０００円で、財源内訳は、県支出金の統計調査委託金

として６８万５,０００円、一般財源８万円でございます。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼政策調整課長  委員長。 

○南委員長  課長、ちょっと待ってくれる。 

 ２６ページの実績報告書の中で、地域おこし協力隊、一般財源ということで報告

されたんですけれども、これ１００％全て、交付税でバックで戻ってくるんですよ

ね。 

○三鬼政策調整課長  特別交付税で充当されます。 

 それでは、最後に委員会資料の１３ページを御覧ください。通知いたします。 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の実施結果について説明
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をいたします。 

 本事業は、新型コロナウイルスの感染症拡大を防止するとともに、感染拡大の影

響を受けている地域経済や住民生活を支援し、地方創生を図るため、地方公共団体

が地域の実情に応じた事業を実施できるよう創設されたものでございます。 

 事業所番号１番、庁舎内感染症対策環境整備事業をはじめとする１７事業の内容

につきましては、後ほど各課からの決算状況として説明をさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上で政策調整課に係る令和４年度決算についての説明を終わらせていただきま

す。よろしく御審議を賜り、認定いただきますようよろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 政策調整課の決算説明は以上でございます。御質疑のある方、御発言を願います。 

○小川委員  報告書の２１ページ、まずふるさと納税事業のほうから。 

 ふるさと納税、大変に、５億円を超えるような本当、担当者も休みを返上して頑

張っていると思うんですけど、伸びて大変結構なことなんですけど、以前にも言わ

せていただいたんですけど、今ふるさと納税、品物から選んで入っていく、そうい

う感じで、事業から選ぶということを、前、提案させていただいたと思うんですけ

ど、各課のこんな事業、ふるさと納税をいただきたいと、まだ報告ないですか。 

○西村政策調整課調整監  先ほど小川委員がおっしゃったクラウドファンディン

グ型ふるさと納税に関してやと思うんですけど、クラウドファンディング型のふる

さと納税は、尾鷲市、自治体にとってはメリットはかなりあると思うんです。 

 というのは、返礼品を渡しても渡さなくてもよいということで、もし渡さない場

合であれば、そのままポータルサイトの決済手数料除いた部分が全て入ってくると

いうことですので、そこはメリットはあると思うんですけど、しかし、その事業、

組立てが一番大事になってくると私は考えております。 

 その事業を、どのような形で事業をやっていきたいのかとか目的をしっかり寄附

者に明示して、寄附を募れるのが、特にメリットだと考えておりますもんで、その

ことから寄附者様に共感を呼ぶ事業を組み立てて、再度、それを、今ちょっと実は

２件ばかり考えておる事業もございますので、来年度にはクラウドファンディング

型のふるさと納税をやれるように、ちょっと検討してまいります。 

○小川委員  前も言ったんですけど、例えば水産商工だったら、尾鷲市は魚の釣

り客の入り込み客というのが多いですよね。魚の放流をしたのでやるんだったら、
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そういう人が寄附してくれるんじゃないかと思うんですけど、前に釣りに来ている

人に話したときに、そういうのだったらふるさと納税したいよという人がいました

ので、ぜひ、水産商工のほうにはそういう話も持っていっていただきたい、そのよ

うに思います。 

 それと、あと、委員長、いいですか。２５ページの。 

○南委員長  主要事項。 

○小川委員  そうです。定住移住促進事業のところで、事業成果のところ、クラ

ウドファンディングの実証試験を行ったなんて書いてあるんですけど、これはどれ

だけの設定をして、どれだけ効果あったのか、お知らせいただけますか。 

○三鬼政策調整課長  先ほど御質問がありました資金調達を目的として、プロジ

ェクトごとにクラウドファンディングを、実証実験を行いました。 

 それにつきましては、幾つかのものをやっておるのですが、項目ごとになります

ので、後ほどちょっと資料でお示しさせていただきます。いわゆる実証実験として

行っておりますので、ちょっと手元に詳しい資料がありませんので、お示しをさせ

ていただきたいと思います。 

 ちなみに、資金調達を目的としたクラウドファンディングにつきましては、例え

ば、今回ここのページにございます天満地区の甘夏ミカンプロジェクトとか、そう

いうのにつきましては、通信会社からの資金提供がございましたので、それを元手

に、来ていただきました学生さんたちの交通費や商品開発の費用に充てております

し、項目ごとにいろんなところにトライしておりますので、また一覧にして、お示

しさせていただきたいと思います。 

○小川委員  先ほどのふるさと納税のほうと関連して、ガバメントクラウドファ

ンディングという形にして、それを事業にしてやれば事業が成り立つと思うんです

けど、いかがでしょうか。 

○三鬼政策調整課長  先ほど調整監からも御説明しました、今２件ほど考えてい

るというものを、やはりクラウドファンディング型ふるさと納税に行う事業は、仮

にこの事業が達成されなくても必ず行うという、きちっとした財源の裏づけを市と

して財政当局と合意する必要がございます。 

 そういう確固たる事業として、例えば、目標額に満たなくても、市費がたくさん

かかってもやるという、そういうことについて、今２件ほど公開、財政課にお話を

しようかと考えております。 

 ですのでそれも含めて、あらゆる、いわゆるチャレンジはしていきたいと思いま
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すので、よろしくお願いします。 

○南委員長  他にございませんか。 

○中村委員  この２３ページのＳＥＡモデルって、何か毎年同じようなことが書

かれているような気がするんですけれども、これ、いつまでこのような海上養殖実

験とか、これずっと書いてはるような気がするんですけれども。これの進捗という

のか、ちょっと教えてください。 

○濵田政策調整課調整監  委員のおっしゃるように、実証試験、企業の意向調査

等々、毎年同じものが並んでいるんじゃないかというのは、そのとおりじゃないか

なと思っております。 

 ただ、我々が商工会議所のほうからも聞いておりますのは、やっぱり陸上養殖を

実施するに当たっては、相当の関係者との実証試験であるとか、そういうものを積

み重ねていないと、それを積み上げていかないと、なかなか企業さんも企業誘致の

形で乗ってきてくれないというような話があるとのことです。ですので、今回も、

新たな大学ベンチャーというのである、大学にあるベンチャーの企業であるとか、

今、陸上養殖に関心を持たれている大手企業さんもあるということですので、そう

いう人たちに、今の実証の結果を見せながら、一緒に事業をやっていただけないか

という交渉をしているということです。 

○中村委員  農林水産に任せたほうがいいんじゃないかと思うんですよ。専門的

なことを企画担当の方がされても、結構らちが明かへんというのか、企画を立てる

のはええけど、こういう実際的なエビデンスがいるものについてまで、関わり合っ

ていく必要があるのかと。 

 企画まではして、後は専門に任すというやり方がいいんじゃないかというのと、

これ、例えば、それについてされたんやったら、それの成果を書くべきであって、

同じことを書くというのが、ここに実績報告書ではないと思うんですけれども、そ

れも改善していただきたいと思います。 

○濵田政策調整課調整監  今回の、商工会議所さんが進めていただいておる陸上

養殖につきましては、私が企画の立場で関わっているというわけではなくて、尾鷲

商工会議所が、三重大学であったりとか関係の専門機関と関わって、事業をそれぞ

れ独自でしていただいていると。 

 それをおわせＳＥＡモデル協議会の、もう向こう側で取りまとめてやっていただ

いているという状況ですので、私が陸上養殖専門外ですので、私が陸上養殖のこの

商工会議所の事業の企画段階であるとか、実証実験であるとか、そういうものに入
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ってしているというわけではなくて、私は商工会議所さんが大学とかいろんなベン

チャー企業さんとしてきた成果を、協議会の中で報告を受けているという立場にな

っております。 

○中村委員  それならその成果を挙げてください。 

 こういう書き方をされると、もう何をされているのかが全く私たちには見えない

ので、成果が上がってきたのを取りまとめておられるんやったら、それを見せてく

ださい。 

 せやないと、同じことをずっと毎年書かれると、何をしてはんのかなというふう

になってきますし、何のための組織か分からへんようになってくるので、そこらは

ちゃんとめり張りをつけていただきたいと思います。 

○濵田政策調整課調整監  中村委員のおっしゃるように、表記につきましては、

今後修正させていただきたいと思います。 

○南委員長  他にございませんか。 

○中村委員  ２４ページの交通体系についても、これも毎回すごい予算をかけて、

８名ぐらい増えましたとか減りましたとかという、６,０００万円かける事業です

ので、もうちょっと中身を、それこそきめ細かく、地域支援員と組んでバス停まで

送るシステムとか、ＪＲの駅まで送るシステムとかを、もうちょっと細やかに考え

ていただいたら、これがもうちょっと生きてくるのと違うかなといつも思うんです

けれども。この人数で６,３００万円と言われたら、ちょっと成果としてどうなん

と思うので、ここももうちょっときめ細かく考えていただきたいと思いますけど。 

○三鬼政策調整課長  住民が生活していく上で、病院、買物、いろんな活動に公

共交通、欠かせません。 

 確かに、自家用自動車で活動されている方も多くありますが、これだけ高齢化が

進んで、確かに人口減少も相まって、以前でしたら車で乗り合いで動けた人も、バ

スに代表されるような公共交通を必要とする状況が増えております。 

 その中で、委員おっしゃるように、どのようにこういう乗客数を上げて、いわゆ

る費用対効果も含めた満足度を上げていくかということは、私たちの課題です。 

 その中で一つ御説明させていただきたいのが、地域公共交通計画の中では、バス、

ＪＲ、福祉有償運送もはじめとする、あと、タクシーも含めて、いろんな公共交通

機関をうまく組み合わせて、持続可能な体系を進めていくことも大切なことですの

で、その中で、先ほど御提案があった集落支援員を、例えば活用して、一層乗客を

伸ばす取組をしたらどうかということも一つの案でございましょうし、あとは福祉
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関係で、社協さんもいろいろ買物バス等の実証実験もやっておられますし、そうい

うところが、どこかが独り勝ちするのではなしに、みんなが共存共栄するような形

で、協議をしておりますので、それについてできるだけ効果を出すように努めてい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○南委員長  よろしいですか。他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  １点だけ、今の主要施策のＳＥＡモデルの事業なんですけれども、

事業費として６００万円という決算額で、その内訳、ざっと教えてもらえんかいね。

６００万円の支出の内訳を。決算額の。お願いします。 

○濵田政策調整課調整監  財源内訳ですか。実績、事業の。 

○南委員長  いや、財源内訳、使用内訳。 

○濵田政策調整課調整監  実際のところは、このＳＥＡモデル事業６００万円に

対し、先ほど私のほうから説明させていただきました集客交流人口に関するプロジ

ェクトの業務委託費として２９７万円、事業化のための海藻類、エビ類の陸上養殖

のための実証試験として２３２万４,５９２円、事業化に、それこそ陸上養殖の企

業意向調査等の一式経費として５３万１,１３３円、その他、それらの事業を推進

するための事業経費として１７万４,７８６円という経費内訳になっております。 

○南委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようですので、政策調整課の決算審査を終了いたし

ます。ありがとうございました。 

 財政課、お願いします。 

 それでは、財政課の審査に入りたいと思います。 

 本日は、岩本財政課長が体調不良ということでございますので、代わりまして、

課長補佐と主幹のほうから説明をお願いいたしたいと思いますので、所管の決算の

審査の説明をお願いいたします。 

○直江財政課長補佐兼係長  財政課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、財政課に係る決算について御説明申し上げます。 

 説明につきましては、当課の決算を抜粋したものを資料に取りまとめております

ので、そちらの資料で説明させていただきたいと思います。 

 委員会資料の２ページを御覧ください。 



－４３－ 

 まず、この表の中で数値が２段書きになっている項目につきましては、上段の括

弧書きが決算書の数値、下段の数値がそのうちの財政課所管分でございます。 

 それでは、まず、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、財政課

分につきましては、予算現額１２１万５,０００円に対しまして、支出済額１１８

万５,３１８円、不用額は２,５９２万９,６８２円でございます。 

 各節の主な内容としまして、１０節需用費の支出済額は３１万１,０９３円で、

内容は、用紙代や追録等の事務消耗品２６万２,６９３円、予算書印刷製本費が４

万８,４００円でございます。 

 次に、１１節役務費４,０８８円は、全額通信運搬費でございます。 

 次に、１２節委託料７５万９,０００円は、固定資産管理・公会計システム保守

委託料５９万４,０００円及び新地方公会計支援業務委託料１６万５,０００円でご

ざいます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料１１万１,１３７円は、全額複合機使用料でござ

います。 

 続きまして、３目財産管理費は、予算現額１０億７,１８７万２,０００円に対し

まして、支出済額は１０億６,７９７万８,７９３円、不用額は３８９万３,２０７

円でございます。 

 支出の主な内容としまして、１０節需用費６４万９,５９１円の主なものは、普

通財産に係る光熱水費６１万３,２９１円、同じく普通財産に係る修繕料２万９,７

００円でございます。 

 次に、１１節役務費６６３万９,６９０円のうち、主なものは、建物総合損害共

済や自動車損害共済等の保険料が５５７万９,３１３円、市有地草刈等手数料が５

０万９,８６３円、及び微量ＰＣＢ分析業務手数料１５万８,４００円等でございま

す。 

 次に、１４節工事請負費１,５００万４,０００円は、中央駐車場解体工事請負費

で、不用額につきましては、入札差金でございます。 

 次に、２４節積立金１０億４,５６８万５,５１２円のうち、主なものは、財政調

整基金積立金６億８,７４１万１,０００円、中段にあります尾鷲みどりの基金積立

金２,７２５万２,０００円、ふるさと応援基金積立金２億９,９９０万１,０００円

のほか、記載のとおりでございます。 

 ３ページを御覧ください。 

 次に、４目契約検査費は、予算現額９４万４,０００円に対しまして、支出済額
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は９１万５,１０３円、不用額は２万８,８９７円でございます。主な内容としまし

て、１２節委託料８５万６,０２０円は、入札参加登録業務委託料４８万６,４２０

円、工事検査業務委託料３６万９,６００円でございます。 

 続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のうち、財政課

分は、予算現額２億９９９万１,０００円に対しまして、支出済額は２億８８６万

２,０６８円、不用額は１１２万８,９３２円で、これは国民健康保険事業特別会計

繰出金でございます。 

 同じく８目後期高齢者医療費のうち、財政課分は、予算現額４億３,４７９万４,

０００円に対しまして、支出済額は４億３,４７９万３,７９３円、不用額は２０７

円で、後期高齢者医療事業特別会計繰出金でございます。 

 次に、４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費は、予算現額５,５０８万

１,０００円に対しまして、支出済額５,５０８万１５２円、不用額８４８円で、水

道事業会計負担金でございます。 

 同じく６項病院費、１目病院費は、予算現額、支出済額とも同額の４億６,９３

７万１,０００円で、病院事業会計負担金でございます。 

 次に、１１款公債費、１項公債費、１目元金は、予算現額１０億７,９９６万２,

０００円に対しまして、支出済額１０億７,９９６万１,９２５円、不用額７５円で、

市債元金償還金でございます。 

 同じく、２目利子のうち、財政課分は、予算現額２,７６６万７,０００円に対し

まして、支出済額２,７６６万６,４９８円、不用額５０２円で、市債利子償還金で

ございます。 

 次の１２款１項１目予備費につきましては、予算現額２００万円で、執行額はご

ざいません。 

 続きまして、決算参考資料の２５ページを御覧ください。 

 令和４年度地方消費税交付金、社会保障財源化分の充当状況について説明させて

いただきます。 

 まず、歳入につきましては、地方消費税交付金（社会保障財源化分）として２億

２,７１１万５,０００円、対しまして歳出は、社会保障４経費その他社会保障施策

に要した経費が２７億７,５２１万９,０００円で、その内訳は下の表のとおりでご

ざいます。 

 表の合計を御覧いただきますと、経費の合計から、国、県支出金等の特定財源を

差し引いた残りの一般財源が１１億５,１８２万２,０００円で、ここに社会保障財
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源化分の２億２,７１１万５,０００円を充当しております。 

 続きまして、２６ページを御覧ください。 

 都市計画税の充当状況でございます。 

 歳入は、都市計画税として現年及び滞納繰越分の合計で１億１,４５８万９,００

０円、対しまして、歳出の都市計画事業等に要した経費は２億１２３万２,０００

円で、経費の内訳は下の表のとおりでございます。 

 合計欄を御覧いただきますと、経費の合計から特定財源として地方債６,１１０

万円を差し引いた１億４,０１３万２,０００円に対しまして、都市計画税を１億１,

４５８万９,０００円、及び、欄外の記載のとおり、都市計画事業基金から２,４９

０万４,０００円を繰り入れ、充当したものでございます。 

 続きまして、決算関連といたしまして、令和４年度地方財政状況調査の概要につ

いて説明させていただきます。 

 別冊の地方財政状況調査概要の１ページを御覧ください。 

 まず、（１）収支でございますが、その中で右から３番目の実質収支につきまし

ては３億１,１９６万４,０００円の黒字となっており、この実質収支から前年度の

実質収支を差し引いた単年度収支は２,７１５万９,０００円の赤字、単年度収支に

財政調整基金への積立額を加え、取崩額を差し引いた実質単年度収支は４億２,４

９５万円の黒字となっております。 

 次に、２ページを御覧ください。 

 （２）主な財政分析指標のうち、経常収支比率につきましては、９５.０％で、

前年度と比較すると５.４ポイントの悪化となりました。この要因は、前年度と比

較して、分母となる歳入の経常一般財源において、主に、臨時財政対策債が２億９

６０万円の減額となったこと。また、分子となる歳出の経常経費充当一般財源にお

いて、物件費、補助費等の増加により１億２,７０１万８,０００円の増加となった

ことが主な要因でございます。 

 続きまして、少し飛びますが、６ページを御覧ください。 

 中ほどの表②、性質別歳出の状況でございます。 

 まず、義務的経費のうち、人件費は、前年度比４,９９５万円の減額となってお

ります。これにつきましては、コロナワクチン接種等に係る時間外勤務手当や退職

金の減額等が主な要因でございます。 

 次に、扶助費につきましては、前年度比２億２,２９４万４,０００円の減額で、

これは、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業及び子育て世帯等臨時特別支援事
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業の減が主な要因でございます。 

 また、公債費につきましては、前年度比６７３万２,０００円の増額でございま

す。 

 次に、投資的経費につきましては、前年度比６億２,４３４万４,０００円の増額

で、補助事業では、学校給食施設整備事業やトンネル長寿命化事業等により２億２,

５２２万円の増、単独事業費では、墓地移転事業、テニスコート改修事業、学校給

食施設整備事業の補助対象外事業分等によって３億９,８３２万３,０００円の増で

ございます。 

 次に、その他の経費のうち物件費につきましては、商品券発行事業、ふるさと納

税事業、学校給食施設整備事業に係る消耗品費及び備品購入費、価格高騰等による

光熱水費等の増額により２億９,３９３万６,０００円の増額。また、積立金は、財

政調整基金積立金の減等により３億７,７３１万５,０００円の減額となっておりま

す。 

 続きまして、７ページを御覧ください。 

 （６）の地方債の状況でございます。上段の表①、地方債現在高につきましては、

令和４年度の地方債発行額は８億２,３３０万円で、元金償還金１０億７,９９６万

２,０００円を下回ったことにより、一番右にあります差引現在高は、前年度比２

億５,６６６万２,０００円減少の、８９億５,８８３万５,０００円となっておりま

す。 

 最後に、８ページを御覧ください。 

 （７）基金の状況でございます。主なものとしまして、財政調整基金は、令和４

年度の積立額が取崩額を上回ったため、年度末残高は４億５,２１０万９,０００円

増加し、２１億２,１５７万１,０００円となりました。また、基金全体では、４億

３,５１９万５,０００円増の３２億２,００７万円となっております。 

 以上で財政課に係る決算関連の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願

いします。 

○南委員長  財政課関連の決算説明は以上でございます。 

 御質疑のある方、御発言を願います。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、財政課の決算審査を終了いたします。御苦労さ

んでございました。 

 今日の最後は、防災危機管理課で終了いたしたいと思いますので、よろしくお願
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いをいたします。 

 それでは、防災危機管理課所管の議案第４６号の決算認定の説明をお願いいたし

ます。 

○大和防災危機管理課長  それでは、防災危機管理課でございます。よろしくお

願いいたします。 

 議案第４６号、令和４年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

防災危機管理課に関する決算状況につきまして、決算書を基に、主なものについて

は、主要施策の成果及び実績報告書で御説明いたします。 

 決算書の９６、９７ページを御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費でございます。 

 １節報酬でございますが、４万円の不用額につきましては、必要に応じ開催する

国民保護協議会がなかったことによるものでございます。 

 次に、７節報償費でございますが、不用額、これにつきまして、５５万円は東京

大学片田教授への防災危機管理アドバイザーに係る報償費等でございますが、片田

教授が防災アドバイザー業務を退かれたことによるものでございます。 

 次に、８節旅費につきましても、３０万３,０００円の不用額は、防災アドバイ

ザー打合せに係る旅費等を見込んでおりましたが、片田教授が防災アドバイザー業

務を退かれたことが主な要因でございます。 

 次に、１０節需用費の支出額、１,００７万５,１９３円につきまして、備考欄の

消耗品費２３９万９,１４５円は、アルファ米、保存水等の公的備蓄品の購入費が

主なものでございます。 

 燃料費２万３,７６０円は、防災センターガス代でございます。 

 光熱水費４７１万４,６５３円は、防災センターの電気、水道代と防災行政無線

子局及びエリアワンセグ局の電気代でございます。 

 修繕料２８８万２,６９０円は、市内各所避難路簡易修繕、防災無線等修繕代が

主なものでございます。不用額１５０万８,８０７円につきましては、公的備蓄品

購入に係る入札差金が主な要因でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により担当より説明

いたします。 

○中森防災危機管理課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２８ペ

ージを御覧ください。 

 市内各所避難路簡易修繕について説明いたします。 
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 本市では、南海トラフ巨大地震の発生時には、地震後十数分で津波が来襲するこ

とが危惧されており、迅速な高台への避難を行い、被害を最小限に抑えるためには、

安全な避難路整備、修繕が急務でございます。このことから、避難の際の安全性を

高めることを目的に事業を実施しました。 

 事業の内容としましては、地区や区の要望に基づき、緊急性の高い箇所から順次、

手すりの設置や高台への避難経路の整備を行いました。 

 令和４年度の事業成果ですが、市内１０か所の避難路整備を行い、避難路の補修

により安全性を確保し、減災に向けて人的被害軽減に努めました。 

 事業費の２１９万円につきましては、全てその他特定財源でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○大和防災危機管理課長  決算書の９６、９７ページにお戻りください。 

 １１節役務費の支出額２０７万４,７２０円につきまして、通信運搬費６１万７,

０３５円は、防災センター電話使用料、衛星電話使用料が主なものでございます。 

 ページをおめくりください。 

 手数料では、浄化槽保守点検等手数料３１万５００円、雨量計機器検定手数料６

０万５,０００円、ＤＯＮＥＴ１基幹ケーブル沿岸部保守点検手数料１８万６,３４

０円が主なものでございます。 

 次に、１２節委託料の支出済額１,５４５万１,０４０円につきましては、防災行

政無線保守点検業務委託料３７３万２,０８０円、土砂災害情報相互通報システム

の保守点検業務委託料３３０万円、エリアワンセグシステム保守料８２５万円が主

なものでございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料の支出済額２２万９,４３０円につきましては、

備考欄の内訳どおりでございます。 

 次に、１４節工事請負費の支出済額１１万８,８００円につきましては、エリア

ワンセグ受信端末設置工事費として、屋外アンテナ９件の設置にかかる費用でござ

います。不用額５８万２,２００円につきましては、工事件数が当初見込みより下

回ったためでございます。 

 次に、１７節備品購入費の支出済額２９万８,０００円につきましては、大判プ

リンター購入にかかる費用でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金の支出済額３３３万４,９００円につきま

しては、三重県防災行政無線運営協議会の負担金４６万７,０００円と三重県防災

航空隊運営費の負担金１７８万９,０００円などで、この二つの負担金は、三重県
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２９市町各消防本部等で負担しております。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金１０２万３,７００円につきましては、７万円を上

限に自主防災組織などの団体に対して、防災関連の整備事業に対する補助金でござ

います。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により、担当より説

明いたします。 

○中森防災危機管理課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書２９ペー

ジを御覧ください。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金について説明いたします。 

 近い将来、発生が危惧されている南海トラフ巨大地震や増加傾向にある集中豪雨

などによる被害を最小限に抑えるためには地域における自助、共助の取組が重要で

あることから、地域における防災体制及び防災対策の充実強化を図ることを目的に

事業を実施いたしました。 

 令和４年度の事業成果につきましては、市内の自主防災組織が実施する減災事業

に対し、２２団体への補助金を交付いたしました。各地域において不足している資

機材や備蓄品を把握し、充実させることができ、また、補助金の活用方法について

地域で話し合うことにより、住民同士の連携強化及び防災意識の向上が図れたと考

えております。 

 事業費につきましては、１０２万４,０００円で、全てその他特定財源でござい

ます。 

○大和防災危機管理課長  決算書の１００、１０１ページを御覧ください。 

 下段のほうの１２目諸費についてでございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１４目諸費のうち、防災危機管理課に係る分につ

いて説明いたします。 

 ページをめくっていただきまして、１０３ページの１８節負担金、補助及び交付

金の支出済額１３６万円のうち、当課に係る分といたしましては、備考欄の紀北危

険物安全協会負担金１万円、指定ヘリポート管理負担金１万８,０００円で、九鬼

地区の国道３１１号沿いの緊急時ヘリポートの管理費でございます。 

 尾鷲地区防犯協会負担金９９万７,０００円、暴力追放推進会議負担金４万円は、

尾鷲市、紀北町で負担し、運営しております。 

 津波予測・伝達システム市町負担金８万８,０００円は、三重県沿岸部にＤＯＮ

ＥＴシステムを展開するための県に対する負担金です。 
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 また、尾鷲市防犯委員会補助金１２万円は、尾鷲市防犯委員会へ補助するもので

ございます。 

 次に、消防費についてでございます。 

 １９８ページ、１９９ページを御覧ください。 

○南委員長  お願いします。 

○大和防災危機管理課長  ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費でございま

す。予算現額４億６,３４６万２,０００円に対し、支出済額４億６,３４６万１,８

９１円で、不用額は１０９円でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金、内訳といたしましては、三重県紀北消防組合負

担金４億５,５５７万９,０００円と消防救急デジタル無線共通波設備負担金７８８

万２,８９１円でございます。 

 次に、２目非常備消防費でございます。予算現額６,６６９万６,０００円に対し、

支出済額５,８１４万９,６８３円で、不用額８５４万６,３１７円でございます。

不用額につきましては、コロナ禍で実施可能な訓練のみとしたことや、消防団員の

退職者が見込みを下回ったことが、要因でございます。 

 １節報酬の支出済額は１,２４１万７,０６４円で、訓練手当６４８万８,９００

円は、各消防団が定期的に実施する訓練や合同で行う訓練手当でございます。 

 年手当５８０万３,１６４円は、尾鷲市消防団条例に定められた額であり、団員

１９６名分の年手当でございます。出動手当１２万５,０００円は、大雨警戒や火

災などの出動手当でございます。不用額５４９万２,９３６円の要因は、コロナ禍

で実施可能な訓練のみ実施したことと、幸い出動する事案が少なかったことによる

ものでございます。 

 ページをおめくりください。 

 次に、４節共済費の支出済額５５４万２,８８２円は、消防団員に対する公務災

害補償及び退職報償金の掛金でございます。 

 次に、７節報償費の支出済額２９７万４,０００円につきましては、消防団員退

職者報償金でございます。不用額９６万８,０００円の要因は、消防団員の退職者

が見込みを下回ったためでございます。 

 次に、１０節需用費の支出済額２６７万９,９０１円でございます。主なものと

しましては、消耗品費１１万５,０５４円で、消防団活動服、半長靴等の購入費等

でございます。 

 燃料費４８万１,３９６円は、消防団車両の燃料費でございます。 
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 光熱水費６７万３,７３３円は、１５分団ある消防団詰所の電気水道代でござい

ます。 

 修繕料１４０万９,７１８円は、主に消防団車両の車検整備代及び消防団車庫の

修繕料でございます。 

 不用額５１万１,０９９円は、災害が少なく、消防団車両等の燃料費が見込みを

下回ったためで、また活動費の消耗品費購入に係る入札差金、それらが生じたため

でございます。 

 次に、１１節役務費の支出済額１１５万１,１７１円につきましては、消防団詰

所の浄化槽保守点検等手数料、消防団車両の車検手数料、自賠責保険料が主なもの

でございます。 

 次に、１２節委託料の支出済額２５３万円につきましては、７分団詰所、これは

須賀利ですが、須賀利の設計１０４万５,０００円及び８分団詰所、九鬼の建設管

理費１４８万５,０００円でございます。 

 次に、１３節使用料、賃借料の支出済額２５万７,２６５円は、消防団詰所のＺ

ＴＶ回線使用料とＮＨＫテレビ受信料でございます。 

 次に、１４節工事請負費の支出済額２,０６２万６００円につきましては、８分

団詰所、九鬼の建設に係る工事請負費でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により、担当より説

明いたします。 

○村島防災危機管理課主任  それでは、主要施策の成果及び実績報告書９１ペー

ジを御覧ください。 

 九鬼消防団車庫整備事業について説明いたします。 

 九鬼消防団車庫は、長年にわたり消防団活動の拠点として使用され、九鬼町民の

生命及び財産を守るための重要な役割を果たしておりますが、鉄骨造で建設から５

０年以上が経過し、かなり老朽化が進んでおり、特にシャッター、サッシ、トイレ

の傷みが激しく、消防団活動に支障を来しているため、施設の大整備を行い、市民

が安心して暮らせる消防体制を構築することを目的に事業を実施いたしました。 

 令和４年度に建設工事を行い、消防団活動に適した環境を造る。整備する施設は、

消防車両１台が配備することができ、団員が出動待機することに適したものといた

しました。 

 令和５年３月２４日竣工し、九鬼町民の生命及び財産を守るための消防団車庫、

詰所として重要な役割を果たしております。 



－５２－ 

 事業費につきましては２,２１０万６,０００円で、その他特定財源１,６５０万

円、一般財源５６０万６,０００円でございます。 

○南委員長  今の説明員は係長と申しましたけれども、主任ということで訂正を

させていただきます。 

○大和防災危機管理課長  それでは、決算書の２００、２０１ページにお戻りく

ださい。 

 １７節備品購入費の支出済額８８５万５,０００円は、１３分団、賀田地区の小

型動力ポンプ付積載車の購入費でございます。不用額９２万４,０００円は、ポン

プ付積載車の入札差金でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金の支出済額７５万６,０００円につきまし

ては、三重県、尾鷲市、紀北町で組織する消防協会紀北支会負担金１８万３,００

０円と、消防団員福祉共済掛金５７万３,０００円が主なものでございます。 

 次に、２６節公課費、支出済額３６万５,８００円は、消防団車両の自動車重量

税でございます。 

 次に、３目水防費についてでございます。予算現額１３８万１,０００円に対し、

支出済額１３２万１,９０１円でございます。この水防費につきましては、全額三

重県からの委託により、市内に点在する１０５の樋門、防潮扉等の管理を行うため

の様々な経費でございます。 

 以上で防災危機管理課に係る令和４年度決算についての説明を終わります。 

○南委員長  ありがとうございます。防災課に関わる説明は以上でございます。 

 御質疑のある方、御発言をお願いいたします。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、防災危機管理課の決算審査を終了させていただ

きます。ありがとうございました。 

 本日の会議はこれにて閉会いたします。 

 また、１９日午前１０時から開催いたしますので、よろしくお願いいたします。

御苦労さまでございました。 

（午後 ２時２６分 閉会） 

 


